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【
要
旨
】

　

本
論
で
は
、
作
曲
家
古
賀
政
男
が
「
歌
謡
曲
の
源
流
」
と

い
う
べ
き
多
種
多
様
な
路
線
の
基
礎
を
築
い
た
点
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
古
賀
が
映
画
主
題
歌
や
挿
入
歌
を
量
産
す
る
こ

と
で
、
ヒ
ッ
ト
曲
の
増
産
に
拍
車
を
か
け
た
点
を
検
討
す

る
。
他
の
作
曲
家
と
は
異
な
り
、
カ
バ
ー
曲
や
リ
メ
イ
ク
曲

に
力
を
入
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
従
来
の
古
賀

政
男
研
究
で
は
見
落
と
さ
れ
て
き
た
新
発
見
の
歴
史
的
事
実

を
証
明
す
る
。

は
じ
め
に

　

作
曲
家
古
賀
政
男
は
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
に
生
誕
一

二
〇
年
を
迎
え
た
。「
歌
謡
曲
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
歌

謡
の
礎
を
築
い
た
。
大
衆
音
楽
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、

そ
の
後
の
作
曲
家
た
ち
が
憧
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
生
涯
に

約
五
〇
〇
〇
曲
を
作
曲
し
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
べ
く
、
昭

和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
八
月
四
日
に
は
作
曲
家
と
し
て

初
の
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
。
古
賀
が
生
み
出
す
独
自
の

哀
愁
が
あ
る
旋
律
は
、「
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
」
と
呼
ば
れ
て
日

本
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
古
賀
お
よ
び
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
は
、
昭
和
歌
謡

史
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
音
楽
史
の
場
合
、
そ
の
中
心
は
音
楽
大
学
に
所
属
す
る

研
究
者
で
あ
り
、
研
究
お
よ
び
分
析
対
象
は
芸
術
的
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
に
主
軸
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
歌
謡
曲

を
楽
理
的
な
手
法
で
分
析
し
た
古
典
的
な
研
究
で
あ
る
小
泉

文
夫
も
指
摘
す
る

）
1
（

。
実
際
、
彼
の
研
究
が
世
に
登
場
し
て
か

ら
も
、
大
衆
音
楽
の
作
曲
家
の
研
究
は
少
な
い
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
で
古
賀
政
男
の
評
伝
や
、
随
筆
的
な
小

文
で
彼
の
足
跡
の
一
端
を
紹
介
し
た
も
の
が
存
在
す
る

）
2
（

。
そ

れ
ら
の
内
容
は
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の
作
品
を
紹
介
す
る
も
の

と
、
そ
れ
が
流
行
し
た
当
時
の
時
代
背
景
を
説
明
す
る
も
の
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と
い
え
る
。
し
か
し
、
日
本
史
の
歴
史
研
究
の
専
門
的
な
方

法
論
か
ら
見
る
と
、
古
賀
の
人
生
お
よ
び
作
品
に
日
本
近
代

史
の
概
説
書
を
孫
引
き
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
古
賀
が
実

体
験
し
て
い
な
い
出
来
事
や
事
件
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
ら
が
彼
の
作
品
に
繋
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ま
た
歌
謡
史
に
お
け
る
古
賀
の
功
績
に
つ
い
て
、
具
体

的
事
例
を
取
り
上
げ
て
分
析
す
る
点
で
も
不
十
分
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
古
賀
の
人
生
に
、
彼
と
は
直
接
的
に

関
係
の
な
い
事
件
や
世
相
を
重
ね
る
よ
う
な
単
純
な
方
法
で

描
く
こ
と
は
せ
ず
、
従
来
の
古
賀
に
関
す
る
書
籍
や
小
文
類

な
ど
で
は
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
歴
史
的
な
新
事
実
を
掘

り
下
げ
る
。
ま
ず
、
古
賀
は
希
代
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
発
売
実
数
は
不
明
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
所
蔵
す
る
「
レ
ー

ベ
ル
コ
ピ
ー
」
を
使
っ
て
検
討
す
る
。
ま
た
古
賀
が
後
の
演

歌
に
繋
が
る
要
素
の
あ
る
「
影
を
慕
ひ
て
」
だ
け
で
は
な
く
、

ポ
ッ
プ
ス
の
要
素
を
持
つ
「
丘
を
越
え
て
」
の
流
れ
を
作
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
演
歌
の
源
流
」
で
は
な
く
「
歌
謡
曲

の
源
流
」
と
い
う
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

次
に
古
賀
自
身
が
黄
金
時
代
と
自
負
す
る
テ
イ
チ
ク
の
専

属
作
曲
家
で
あ
っ
た
頃
の
作
品
を
中
心
に
分
析
し
、
こ
の
頃

に
「
影
を
慕
ひ
て
」
と
「
丘
を
越
え
て
」
と
の
中
間
的
に
位

置
す
る
「
緑
の
地
平
線
」
の
路
線
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
歌

謡
曲
史
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
、
詩
吟
を
入
れ
た
舞

踊
歌
謡
を
生
み
出
し
、
そ
れ
が
彼
の
日
中
戦
争
下
の
戦
時
歌

謡
と
共
通
す
る
こ
と
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
や
コ
ミ
ッ
ク
ソ

ン
グ
の
ヒ
ッ
ト
を
生
み
出
し
た
こ
と
な
ど
、「
歌
謡
曲
の
源

流
」
と
い
う
べ
き
多
種
多
様
な
路
線
の
基
礎
を
築
い
た
点
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　

そ
し
て
、
古
賀
が
娯
楽
の
王
様
で
あ
っ
た
映
画
と
密
着

し
、
映
画
主
題
歌
や
挿
入
歌
を
量
産
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ッ
ト

曲
の
増
産
に
拍
車
を
か
け
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
映
画

が
流
行
歌
の
ヒ
ッ
ト
性
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

は
、
戦
前
の
映
画
史
研
究
で
言
及
さ
れ
て
き
た

）
3
（

。
し
か
し
、

古
賀
作
品
と
映
画
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
古
賀
が
カ
バ
ー
曲
や
リ
メ
イ
ク
曲
作
り
の
天
才
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
筆
者
は
古
賀
を
「
流
行
歌

（
歌
謡
曲
）
作
り
の
天
才
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
理
由

の
根
幹
が
カ
バ
ー
曲
や
リ
メ
イ
ク
曲
に
は
よ
く
表
れ
て
い

る
。
と
く
に
リ
メ
イ
ク
曲
は
、
昭
和
十
年
代
に
作
っ
て
ヒ
ッ

ト
し
な
か
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が
、
四
十
年
が
経
過
し
て

ヒ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
成
果
を
生
み
出
し

て
い
る

）
4
（

。
歌
謡
曲
は
、
流
行
歌
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
リ
ズ
ム
も
テ
ン
ポ
も
変
わ
る
も
の
で

あ
る
。
通
常
な
ら
ば
三
十
年
も
四
十
年
も
前
の
曲
を
新
曲
と

し
て
発
売
し
て
も
ヒ
ッ
ト
す
る
可
能
性
は
低
い
。
つ
ま
り
、

リ
メ
イ
ク
曲
の
検
討
は
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の
色
褪
せ
な
い
魅

力
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
論
で
は
、
従
来
の
古
賀
政
男
研
究
で
は
見

落
と
さ
れ
て
き
た
新
発
見
の
歴
史
的
事
実
を
考
察
し
、
古
賀

が
希
代
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、「
流
行
歌
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（
歌
謡
曲
）
作
り
の
天
才
」
で
あ
り
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
が
多

く
の
人
々
か
ら
絶
大
に
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
た

い
。

一　

希
代
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

　

古
賀
政
男
の
作
品
が
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五

年
（
一
九
三
〇
）
二
月
二
十
五
日
に
ビ
ク
タ
ー
か
ら
発
売
さ

れ
た
佐
藤
千
夜
子
「
文
の
か
ほ
り
」
と
「
娘
ご
こ
ろ
」
の
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
続
け
て
十
二
月
二
十
日
に
佐
藤
「
影
を

慕
い
て
」
と
「
日
本
橋
か
ら
」
が
発
売
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ

も
ヒ
ッ
ト
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
旋
律
に

ラ
イ
バ
ル
会
社
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
文
芸
部
長
米
山
正
と
、
文
芸

部
員
の
伊
藤
正
憲
が
注
目
し
た
。
両
者
か
ら
の
勧
誘
を
受
け

た
古
賀
は
、
昭
和
六
年
三
月
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
入
社
す
る

）
5
（

。

　

古
賀
は
ビ
ク
タ
ー
で
ヒ
ッ
ト
曲
を
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
専
属
作
曲
家
に
な
る
こ
と
に
躊
躇
し
、
作
曲
を
行
う

社
員
と
し
て
の
契
約
を
行
っ
た
。
前
年
十
月
に
専
属
契
約
を

行
っ
て
い
た
古
関
裕
而
が
月
給
二
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
、
古
賀

は
月
給
一
二
〇
円
で
あ
っ
た

）
6
（

。
と
こ
ろ
が
、
古
賀
の
心
配
は

杞
憂
に
終
わ
り
、
文
芸
部
も
驚
く
ほ
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
連
発

す
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
二
十
日

に
発
売
さ
れ
た
関
種
子
「
乙
女
心
」
と
、
天
野
喜
久
代

「
チ
ャ
ッ
カ
リ
し
て
る
わ
ね
」
は
、
一
万
六
六
八
九
枚
を
売

上
げ
た
。
ま
た
売
上
枚
数
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
年
六
月
二

十
日
発
売
の
藤
山
一
郎
「
キ
ヤ
ム
プ
小
唄
」
も
「
好
評
で
、

い
い
成
績
を
収
め
、
私
と
し
て
は
上
々
の
滑
り
出
し
で
あ
っ

た
」
と
い
う

）
7
（

。一
〇
万
枚
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、ヒ
ッ

ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
君
は
毎
日
会
社
に
来
な
く
て
も
い

い
か
ら
作
曲
に
専
念
し
て
く
れ
。
印
税
も
つ
け
て
あ
げ
よ

う
」
と
言
わ
れ
た
と
回
想
す
る

）
8
（

。
こ
れ
に
安
心
し
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
古
賀
は
昭
和
六
年
七
月
一
日
に
コ
ロ
ム
ビ

ア
と
作
曲
家
の
専
属
契
約
を
結
ん
で
い
る

）
9
（

。

　

そ
し
て
昭
和
六
年
九
月
二
十
日
発
売
の
淡
谷
の
り
子
「
私

此
頃
憂
鬱
よ
」
と
藤
山
一
郎
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
は
、
二

三
万
九
三
七
六
枚
と
い
う
驚
異
的
な
記
録
を
打
ち
出
し
た
。

筆
者
は
戦
前
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
一
万
枚
、
大
ヒ
ッ
ト
を
一
〇
万

枚
と
考
え
て
い
る
。
十
一
月
二
十
日
発
売
の
藤
山
一
郎
「
丘

を
越
え
て
」
と
、
淡
谷
の
り
子
「
窓
に
凭
れ
て
」
も
、
一
七

万
枚
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
そ
し
て
ビ
ク
タ
ー
で
は
ヒ
ッ

ト
し
な
か
っ
た
藤
山
一
郎
「
影
を
慕
ひ
て
」
と
関
種
子
「
日

本
橋
か
ら
」
も
、
翌
七
年
（
一
九
三
二
）
二
月
二
十
日
に
発

売
す
る
と
一
〇
万
七
四
〇
一
枚
の
好
成
績
を
収
め
た
。

　

早
く
も
古
賀
は
書
け
ば
当
た
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
古
賀
の
哀
愁
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
ヒ
ッ
ト

す
る
要
因
は
、
日
本
人
が
好
む
ヨ
ナ
抜
き
音
階
に
よ
る
作
曲

技
法
が
大
き
い
。
ま
た
当
時
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ー
ル
街

の
株
式
が
暴
落
し
て
世
界
恐
慌
が
起
こ
り
、
そ
の
影
響
を
受

け
て
日
本
で
も
慢
性
的
な
昭
和
恐
慌
と
い
う
経
済
不
況
で

あ
っ
た
。「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
や
「
影
を
慕
ひ
て
」
の
よ

う
な
現
実
を
直
視
し
た
哀
調
を
帯
び
た
旋
律
と
、
一
方
で
現

実
を
逃
避
し
た
明
る
い
「
丘
を
越
え
て
」
の
旋
律
を
生
み
出
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し
、
と
も
に
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
流
行
歌

の
作
り
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

多
く
の
人
々
が
ど
ち
ら
の
旋
律
が
好
む
か
と
い
え
ば
、
圧

倒
的
に
短
調
の
暗
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
当
時

の
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
ほ
と
ん
ど
が
短
調
の
暗
い

作
品
で
あ
る
こ
と
が
証
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま

で
ヒ
ッ
ト
曲
の
実
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
は
「
レ
ー
ベ
ル
コ
ピ
ー
」
と
い
う
貴
重

な
簿
冊
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
一
部
の
曲
に
つ
い

て
製
造
枚
数
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
古
賀
メ
ロ

デ
ィ
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
表
１
）。

　

表
１
か
ら
は
、
昭
和
七
年
二
月
十
七
日
発
売
の
井
上
静
雄

「
鳩
笛
を
吹
く
女
の
唄
」
と
丸
山
和
歌
子
「
風
も
吹
き
よ
で
」

の
三
万
七
六
八
三
枚
か
ら
、
同
八
年
九
月
二
十
日
発
売
の
松

平
晃
「
は
て
な
き
旅
」
と
ミ
ス
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
「
気
ま
ぐ
れ

涙
」
の
三
万
八
四
八
六
枚
ま
で
、
二
万
枚
以
上
売
れ
て
い
る

曲
が
少
な
く
な
い
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
二
十
日

発
売
の
赤
坂
小
梅
「
ほ
ん
と
に
そ
う
な
ら
」
と
中
野
忠
晴

「
旅
が
ら
す
」
は
、
一
一
万
五
八
九
二
枚
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ

た
。
テ
イ
チ
ク
に
移
籍
す
る
前
の
製
造
枚
数
は
、
合
計
一
六

枚
二
九
曲
で
九
四
万
九
五
八
五
枚
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
服
部
良
一
作
曲
の
霧
島
昇
、
ミ
ス
・
コ
ロ
ム
ビ

ア
「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
」（
昭
和
十
四
年
〔
一
九
三
九
〕

三
月
二
十
日
）
が
一
万
二
九
三
五
枚
、
藤
山
一
郎
「
懐
か
し

の
ボ
レ
ロ
」
が
一
万
五
三
一
一
枚
で
あ
る

）
10
（

。
両
曲
は
昭
和
四

十
年
代
か
ら
五
十
年
代
の
「
懐
メ
ロ
」
番
組
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
ヒ
ッ
ト
曲
だ
が
、
そ
れ
で
も
二
万
枚
に
満
た
な
い
。
そ

れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
右
の
古
賀
作
品

で
「
ほ
ん
と
に
そ
う
な
ら
」
を
除
く
と
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
が
、「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
」
や
「
懐
か
し
の
ボ
レ
ロ
」

よ
り
も
売
れ
た
ヒ
ッ
ト
曲
で
あ
っ
た
事
実
を
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
。

　

ヒ
ッ
ト
曲
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
古
関
裕
而
は
、
昭
和
八
年

の
秋
頃
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
か
ら
来
年
の
専
属
契
約
を
更
新
し
な

い
と
い
う
宣
告
を
受
け
た
。
こ
の
会
社
の
方
針
に
対
し
て
古

賀
は
「
あ
す
は
わ
が
身
」
と
感
じ
、
文
芸
部
長
和
田
竜
雄
に

「
芸
術
家
に
は
ス
ラ
ン
プ
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
作

曲
を
商
売
に
す
る
も
の
に
は
、
ス
ラ
ン
プ
は
周
期
的
に
襲
っ

て
く
る
。
そ
れ
を
理
由
に
、
契
約
を
左
右
さ
れ
た
の
で
は
、

作
曲
家
は
全
く
立
つ
瀬
が
な
い
。
永
久
に
ス
ラ
ン
プ
状
態
が

続
く
わ
け
で
も
な
い
し
、
一
た
び
調
子
を
と
り
戻
し
た
と
き

に
は
、
月
給
の
何
千
、
何
万
倍
も
の
利
益
を
会
社
に
も
た
ら

す
の
で
あ
る
」
と
苦
言
を
呈
し
た

）
11
（

。
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い

で
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
止
ん
だ
と
き
に
は

自
分
も
そ
う
な
る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
理
由
が

存
在
し
た
に
せ
よ
、
古
賀
が
古
関
の
契
約
更
新
に
一
役
買
っ

た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

　

タ
イ
ヘ
イ
レ
コ
ー
ド
の
作
曲
家
で
あ
っ
た
服
部
良
一
も

ヒ
ッ
ト
曲
の
創
作
に
試
行
錯
誤
し
て
い
た
。
昭
和
六
年
に
古

賀
の
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
が
大
ヒ
ッ
ト
す
る
と
、
翌
七
年

に
そ
れ
を
模
倣
し
た
黒
田
進
「
酒
は
泪
よ
溜
息
よ
」
を
作
曲
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さ
せ
ら
れ
た
。
服
部
は
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
に
魅
力
を
感
じ
て
い

た
が
、
こ
の
体
験
は
屈
辱
的
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る

）
12
（

。

　

古
関
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
六
月
二
十
日
発
売
の
音

丸
「
船
頭
可
愛
い
や
」
が
二
六
万
枚
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、

同
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
二
十
六
日
発
売
の
「
露
営
の

歌
」
が
五
六
万
枚
の
驚
異
的
な
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
ス
ラ
ン
プ

か
ら
抜
け
出
し
た
。
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
中
に
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
よ
る
格
調
の
高
い
戦
時
歌
謡
で
人
気
と

な
る
。

　

服
部
は
タ
イ
ヘ
イ
か
ら
ニ
ッ
ト
レ
コ
ー
ド
を
経
て
、
昭
和

十
一
年
（
一
九
三
六
）
二
月
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
と
な
っ

た
。
そ
し
て
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
日
発
売
の
淡
谷
の
り
子

「
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
」
が
一
三
万
一
三
七
二
枚
の
大
ヒ
ッ
ト

と
な
り
、
古
賀
と
は
違
っ
た
ポ
ッ
プ
ス
的
な
歌
謡
曲
で
個
性

を
発
揮
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
古
関
と
服
部
が
頭
角
を
現
す
ま
で
古
賀
に

対
抗
で
き
た
作
曲
家
は
江
口
夜
詩
し
か
い
な
か
っ
た
。
昭
和

八
年
二
月
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
曲
家
と
な
っ
た
江
口
に

つ
い
て
、
古
賀
は
「
私
は
容
易
な
ら
ぬ
強
敵
の
出
現
に
思
わ

ず
身
が
ま
え
た
」「
江
口
君
の
出
現
は
、
私
に
は
い
い
刺
激

と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
人
の
シ
ー
ソ
ー
・
ゲ
ー
ム
が
始

ま
っ
た
」「
よ
き
宿
敵
を
得
て
、
私
の
作
曲
意
欲
は
ま
す
ま

す
激
し
く
燃
え
た
」
と
書
き
残
し
て
い
る

）
13
（

。

　

江
口
は
、
昭
和
八
年
二
月
二
十
日
発
売
の
松
平
晃
「
か
な

し
き
夜
」
と
淡
谷
の
り
子
「
椿
姫
の
唄
」
の
一
万
八
五
枚
か

ら
、
同
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
一
月
二
十
日
発
売
の
霧
島
昇
、

ミ
ス
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
「
夕
日
の
戦
線
」
の
四
一
四
五
枚
ま
で

合
計
九
一
枚
一
三
四
曲
で
一
五
八
万
五
九
四
五
枚
を
売
上
げ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
賀
は
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
二

十
日
発
売
の
霧
島
昇
、
松
原
操
「
新
妻
模
様
」
と
伊
藤
久
男

「
波
を
越
え
て
」
ま
で
を
総
計
す
る
と
、
二
五
枚
四
六
曲
で

二
三
六
万
九
二
七
〇
枚
で
あ
る
。
古
賀
は
唯
一
ラ
イ
バ
ル
視

し
た
江
口
の
売
上
総
数
を
、
江
口
の
約
三
分
の
一
の
曲
数
で

七
八
万
枚
を
凌
駕
し
て
い
る
。
い
か
に
古
賀
の
売
上
枚
数
が

異
常
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
る
。

　

古
賀
は
初
期
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
代
に
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の

大
き
な
二
系
統
を
確
立
さ
せ
た
。
一
つ
は
「
影
を
慕
ひ
て
」

か
ら
始
ま
り
、
昭
和
十
二
年
一
月
八
日
発
売
の
デ
ィ
ッ
ク
・

ミ
ネ
「
人
生
の
並
木
路
」、
同
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
九

月
発
売
の
近
江
俊
郎
「
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
」、
同
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）
六
月
十
日
発
売
の
美
空
ひ
ば
り
「
悲
し
い
酒
」

へ
と
展
開
し
て
い
く
路
線
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
を
眺
め
る

と
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
を
「
演
歌
の
源
流
」
と
捉
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
狭
義
の
捉
え
方
で
あ
り
、

も
う
一
つ
の
「
丘
を
越
え
て
」
に
始
ま
り
、
昭
和
八
年
一
月

二
十
日
発
売
の
中
野
忠
晴
「
歓
喜
の
歌
」、
同
十
年
三
月
十

五
日
発
売
の
楠
木
繁
夫
「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
唄
」、
同
三
十
二

年
四
月
二
十
日
発
売
の
小
坂
一
也
「
青
春
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

へ
と
展
開
し
て
い
く
路
線
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

）
14
（

。
こ
ち

ら
は
明
朗
で
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
が
速
く
、
後
年
の
「
演
歌
」

と
は
異
な
る
。

　

明
る
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
「
丘
を
越
え
て
」
を
生
み
出
し
た
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こ
と
は
、
古
賀
が
ラ
イ
バ
ル
視
し
た
江
口
夜
詩
に
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
た
。
江
口
は
、
死
去
す
る
前
日
に
入
院

し
た
病
院
で
看
護
婦
か
ら
「
ア
レ
ル
ギ
ー
は
あ
り
ま
ん
せ

か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
て
「
な
い
」
と
答
え
た
。
そ
の
後

に
息
子
の
浩
司
を
呼
び
寄
せ
て
「
俺
の
ア
レ
ル
ギ
ー
は
古
賀

政
男
の
「
丘
を
越
え
て
」
だ
。
俺
は
あ
れ
を
聴
く
と
ジ
ン
マ

シ
ン
が
起
き
る
」
と
言
い
残
し
て
い
る

）
15
（

。

　

古
賀
が
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
メ

ジ
ャ
ー
な
楽
曲
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
。
こ
こ
が
古
賀
を
「
演
歌
の
父
」
で
は
な
く
「
歌
謡
曲
の

父
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
大
き
な
点
で
あ
る
。

二　

テ
イ
チ
ク
の
黄
金
時
代

　

古
賀
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
五
月
十
五
日
に
コ
ロ
ム

ビ
ア
と
の
契
約
を
打
ち
切
り
、
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
へ
と
移

籍
す
る
（
同
年
十
一
月
五
日
に
テ
イ
チ
ク
の
取
締
役
に
就

任
）。
古
賀
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
ヒ
ッ
ト
曲
を
出
す
の
が
当
然

と
い
う
雰
囲
気
に
嫌
気
が
差
し
て
い
た
。
ま
た
私
生
活
に
お

い
て
も
、
昭
和
七
年
十
二
月
六
日
に
結
婚
し
た
松
竹
少
女
歌

劇
の
夢
野
里
子
（
中
村
千
代
子
）
と
の
関
係
が
上
手
く
い
か

ず
、
同
八
年
十
月
九
日
に
は
離
婚
し
て
い
る

）
16
（

。
こ
う
し
た
状

況
下
で
テ
イ
チ
ク
の
社
長
南
口
重
太
郎
か
ら
懇
願
さ
れ
、
古

賀
は
心
機
一
転
を
図
る
意
味
で
テ
イ
チ
ク
へ
の
移
籍
を
快
諾

し
た

）
17
（

。
古
賀
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
十
四
日

に
テ
イ
チ
ク
の
取
締
役
を
辞
任
す
る
ま
で
同
社
に
在
籍
す
る

が
、
こ
の
テ
イ
チ
ク
専
属
作
曲
家
時
代
に
古
賀
の
黄
金
時
代

と
呼
ぶ
べ
き
活
躍
を
見
せ
る
。

　

テ
イ
チ
ク
黄
金
時
代
に
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
代
に
生
み
出

し
た
「
影
を
慕
ひ
て
」
と
「
丘
を
越
え
て
」
の
対
照
的
な
系

統
と
は
異
な
る
、
も
う
一
つ
の
両
者
の
中
間
的
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
れ
は
移

籍
第
一
作
で
あ
る
昭
和
九
年
七
月
十
五
日
発
売
の
楠
木
繁
夫

「
国
境
を
越
え
て
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
哀
愁
が
あ
る
点

で
は
「
影
を
慕
ひ
て
」
だ
が
、
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
の
速
さ
の

点
で
は
「
丘
を
越
え
て
」
に
近
い
。

　

こ
の
中
間
的
な
手
法
の
作
品
は
、
昭
和
十
年
十
月
上
旬
発

売
の
楠
木
繁
夫
「
緑
の
地
平
線
」
へ
と
繋
が
り
、
こ
の
作
風

は
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
定
型
と
も
い
う
べ
き
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と

な
る

）
18
（

。「
緑
の
地
平
線
」
は
Ｂ
Ｐ
Ｍ
一
一
四
と
い
う
速
さ
で

あ
る
。
昭
和
十
四
年
十
一
月
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
戻
っ
て
か
ら

は
、
霧
島
昇
「
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
」（
昭
和
十
五
年
一

月
二
十
日
発
売
）、
霧
島
昇
、
菊
池
章
子
「
相
呼
ぶ
歌
」（
同

年
七
月
五
日
発
売
）、
伊
藤
久
男
、
菊
池
章
子
「
馬
」（
同
年

十
二
月
中
旬
発
売
）、
霧
島
昇
「
旅
役
者
の
唄
」（
同
二
十
一

年
〔
一
九
四
六
〕
九
月
下
旬
発
売
）、
霧
島
昇
、
松
原
操
「
三

百
六
十
五
夜
」（
同
二
十
三
年
七
月
二
十
日
発
売
）、
美
空
ひ

ば
り
「
青
春
の
恋
人
た
ち
」（
同
三
十
二
年
〔
一
九
五
七
〕

九
月
二
十
日
発
売
）
と
、
中
間
的
な
作
品
は
量
産
さ
れ
て
い

く
。「
緑
の
地
平
線
」
は
次
章
で
述
べ
る
映
画
主
題
歌
と
し

て
作
ら
れ
、
戦
前
の
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
に
相
当
す
る
ぐ
ら

も
・
く
ら
ぶ
第
一
当
選
歌
に
輝
い
た
名
曲
で
あ
る

）
19
（

。
し
か
し
、
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後
年
の
「
懐
メ
ロ
」
番
組
で
歌
わ
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
た

め
、
多
く
の
昭
和
歌
謡
史
本
で
大
ヒ
ッ
ト
曲
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
一
〇
万
枚
以
上
に
は
達
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
「
緑
の
地
平
線
」
の
中
間
的
な
路
線
は
、
次
章
の
映

画
主
題
歌
で
述
べ
る
万
城
目
正
作
曲
の
「
旅
の
夜
風
」
や

「
純
情
二
重
奏
」
と
い
っ
た
旋
律
を
始
め
、
上
原
げ
ん
と
作

曲
の
岡
晴
夫
「
国
境
の
春
」（
昭
和
十
四
年
二
月
発
売
）、
江

口
夜
詩
作
曲
の
「
街
の
姫
百
合
」（
同
年
四
月
十
日
発
売
）、

細
川
潤
一
作
曲
の
樋
口
静
雄
、
横
山
郁
子
「
涙
の
責
任
」（
同

十
五
年
三
月
発
売
）、
飯
田
三
郎
作
曲
の
岡
晴
夫
「
啼
く
な

小
鳩
よ
」（
同
二
十
二
年
〔
一
九
四
七
〕
一
月
発
売
）、
佐
々

木
俊
一
作
曲
の
竹
山
逸
郎
、
藤
原
亮
子
「
月
よ
り
の
使
者
」

（
同
二
十
四
年
〔
一
九
四
九
〕
三
月
発
売
）、
清
水
保
雄
作
曲

の
神
楽
坂
浮
子
「
十
九
の
春
」（
同
三
十
一
年
〔
一
九
五
六
〕

三
月
発
売
）、
𠮷
田
正
作
曲
の
藤
本
二
三
代
「
夢
み
る
乙
女
」

（
同
三
十
二
年
十
一
月
発
売
）
な
ど
、
多
く
の
作
曲
家
に
影

響
を
与
え
た
。
こ
の
哀
愁
の
あ
る
四
分
の
四
拍
子
や
四
分
の

二
拍
子
の
リ
ズ
ム
を
古
賀
が
開
発
し
た
点
は
、
昭
和
歌
謡
史

に
お
い
て
大
き
な
功
績
と
言
え
る
。

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
と
違
っ
て
テ
イ
チ
ク
に
は
昭
和
戦
前
期
の
レ

コ
ー
ド
発
売
枚
数
が
書
か
れ
た
史
料
が
現
存
し
な
い
。
そ
こ

で
参
考
に
な
る
の
が
、
レ
コ
ー
ド
検
閲
を
行
っ
て
い
た
内
務

省
警
保
局
が
昭
和
十
三
年
二
月
ま
で
に
一
〇
万
枚
以
上
売
り

上
げ
た
作
品
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
る

）
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。
そ
の
「
売
上
実
数

ヨ
リ
見
タ
ル
流
行
歌
「
レ
コ
ー
ド
」
ノ
変
遷
」
か
ら
、
テ
イ

チ
ク
時
代
の
古
賀
の
レ
コ
ー
ド
は
、
七
枚
一
三
曲
で
総
数
一

三
四
万
六
一
一
二
枚
が
売
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
な
か

に
「
緑
の
地
平
線
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
〇
万
枚
に
は

届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
好
成
績
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の
中
間
的
な
作
品
と
し
て
は
、
昭
和
十
一

年
六
月
十
五
日
に
発
売
さ
れ
た
藤
山
一
郎
「
東
京
ラ
プ
ソ

デ
ィ
」
の
存
在
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
章
で
述
べ
る
Ｐ

Ｃ
Ｌ
の
同
名
映
画
主
題
歌
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
。
古
賀
は
中

山
晋
平
作
曲
の
「
東
京
行
進
曲
」
よ
り
も
「
モ
ダ
ン
な
東
京

を
書
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
明
治
神
宮

外
苑
を
外
国
車
の
フ
ォ
ー
ド
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
、
車
窓

に
流
れ
る
風
景
か
ら
旋
律
が
降
り
て
き
た
と
回
想
す
る
。

「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
は
、
古
賀
が
「
平
和
へ
の
最
後
の
讃

歌
」
と
書
き
残
し
て
い
る
よ
う
に

）
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（

、
戦
時
色
の
な
い
時
代
を

象
徴
す
る
一
曲
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
は
、
曲
調
に
ハ
バ
ネ
ラ
を
取
り
入

れ
て
、
短
調
か
ら
長
調
へ
と
転
調
す
る
部
分
な
ど
が
あ
り
、

「
国
境
を
越
え
て
」「
緑
の
地
平
線
」
か
ら
「
誰
か
故
郷
を
想

わ
ざ
る
」
へ
と
続
い
て
い
く
作
品
と
少
し
違
う
と
こ
ろ
が
あ

る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ト
ロ
ッ
ト
と
パ
ソ
ド
ブ
レ
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
曲
の
テ
ン
ポ
は
非
常
に
早
く
、
昭
和
四
十

年
代
か
ら
「
演
歌
」
の
主
流
の
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
で
は
な
く
、

８
ビ
ー
ト
の
ア
イ
ド
ル
の
歌
謡
曲
に
見
ら
れ
る
ハ
イ
テ
ン
ポ

に
共
通
す
る
。「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
の
Ｂ
Ｐ
Ｍ
一
三
〇
は
、

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
や
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
の
テ
ン
ポ
に
相
当
す
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る
。
両
グ
ル
ー
プ
が
登
場
す
る
四
十
年
も
前
に
、
こ
の
テ
ン

ポ
の
速
さ
を
流
行
歌
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
古
賀
メ

ロ
デ
ィ
が
斬
新
で
あ
り
、
大
正
時
代
ま
で
の
大
衆
音
楽
と
は

違
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
間
的
な
哀
愁
の
あ
る
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ト
ロ
ッ
ト
の

旋
律
は
、
小
節
を
入
れ
れ
ば
「
演
歌
」
よ
り
の
歌
謡
曲
に
な

る
し
、
ま
た
小
節
を
入
れ
ず
に
ア
イ
ド
ル
の
歌
唱
法
で
歌
え

ば
「
演
歌
」
か
ら
離
れ
た
歌
謡
曲
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も

古
賀
を
「
演
歌
の
源
流
」
と
見
る
の
は
狭
義
の
捉
え
方
で
あ

り
、「
歌
謡
曲
の
源
流
」
と
広
義
の
捉
え
方
を
す
る
の
が
適

当
で
あ
る
。

　

テ
イ
チ
ク
黄
金
時
代
の
売
上
枚
数
で
注
目
す
べ
き
は
、
昭

和
十
一
年
十
二
月
十
七
日
に
発
売
さ
れ
た
杉
狂
児
、
美
ち
奴

「
う
ち
の
女
房
に
ゃ
髭
が
あ
る
」、
美
ち
奴
「
あ
ゝ
そ
れ
な
の

に
」
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
二
月
ま
で
に

四
九
万
六
九
八
八
枚
と
驚
異
的
な
枚
数
が
売
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
古
関
裕
而
作
曲
の
「
露
営
の
歌
」
の
五
六
万
枚
に
次
ぐ

大
ヒ
ッ
ト
で
あ
る
。「
う
ち
の
女
房
に
ゃ
髭
が
あ
る
」
も
次

章
で
述
べ
る
日
活
の
同
名
映
画
主
題
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
。

小
市
民
の
夫
婦
生
活
を
微
笑
ま
し
く
作
曲
し
た
コ
ミ
ッ
ク
ソ

ン
グ
で
あ
る
。
裏
面
の
「
あ
ゝ
そ
れ
な
の
に
」
は
、
ち
ん
ど

ん
屋
の
演
奏
の
定
番
曲
で
あ
っ
た
「
竹
に
雀
」
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
て
作
曲
し
て
い
る

）
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（

。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
う
ち
の
女
房
に
ゃ
髭
が
あ
る
」

が
明
る
く
コ
ミ
カ
ル
な
コ
ミ
ッ
ク
ソ
ン
グ
と
し
て
作
ら
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
同
時
期
に
は
喜
劇
俳
優
の
榎
本
健
一
や
古

川
ロ
ッ
パ
な
ど
が
流
行
歌
を
発
売
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
大

ヒ
ッ
ト
し
た
コ
ミ
ッ
ク
ソ
ン
グ
の
嚆
矢
は
「
う
ち
の
女
房

に
ゃ
髭
が
あ
る
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
古
賀
は
、

昭
和
十
二
年
六
月
二
十
七
日
発
売
の
楠
木
繁
夫
「
の
ば
せ
ば

の
び
る
」、
美
ち
奴
「
そ
ん
な
の
嫌
い
」
を
は
じ
め
、
次
章

で
述
べ
る
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
神
楽
坂
は
ん
子
「
こ
ん
な

ベ
ッ
ピ
ン
見
た
こ
と
な
い
」
の
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
そ
の
後
も

多
く
の
コ
ミ
ッ
ク
ソ
ン
グ
を
作
り
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た

路
線
が
喜
劇
俳
優
や
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
が
歌
う
歌
謡
曲
の
基
礎

と
な
っ
た
点
を
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
。

　

デ
ュ
エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
は
、
昭
和
十
年
六
月
に
発
売
さ
れ
た

星
玲
子
と
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
「
二
人
は
若
い
」
が
二
一
万
一

九
七
二
枚
と
い
う
売
上
げ
を
記
録
し
て
い
た
。
こ
れ
も
日
活

映
画
『
の
ぞ
か
れ
た
花
嫁
』
の
主
題
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
。

古
賀
は
男
性
歌
手
と
女
性
歌
手
と
が
言
葉
を
掛
け
合
う
、
後

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
の
原
型
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

次
章
で
述
べ
る
映
画
主
題
歌
で
は
男
女
の
共
唱
が
定
番
と
な

る
。
そ
れ
は
一
番
を
男
性
か
女
性
、
二
番
を
女
性
か
男
性
、

三
番
が
共
唱
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
代
か

ら
の
ム
ー
ド
歌
謡
の
よ
う
な
男
女
が
言
葉
を
掛
け
合
う
も
の

と
は
違
っ
た
。
そ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
を
古
賀
は
い
ち
早
く
実

践
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
は
、「
二
人
は
若
い
」
に
続
い

て
前
述
の
「
う
ち
の
女
房
に
ゃ
髭
が
あ
る
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し

た
こ
と
も
あ
り
、
川
畑
文
子
、
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
「
恋
は
荷

物
と
同
じ
よ
」（
昭
和
十
年
五
月
十
五
日
発
売
）、
杉
狂
児
、
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美
ち
奴
「
強
く
な
っ
て
ね
」（
同
年
八
月
十
日
発
売
）、
藤
山

一
郎
、
由
利
あ
け
み
「
茶
房
の
花
」（
同
十
三
年
六
月
二
十

五
日
発
売
）
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
る
。「
二
人
は
若
い
」
の

後
に
、
キ
ン
グ
で
林
伊
佐
緒
、
新
橋
み
ど
り
「
若
し
も
月
給

が
上
が
っ
た
ら
」（
昭
和
十
二
年
七
月
発
売
）
な
ど
、
他
社

で
も
男
性
歌
手
と
女
性
歌
手
の
掛
け
合
い
を
取
り
入
れ
た
作

品
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
路
線
を
古
賀
の
大
ヒ
ッ
ト
が
導
い

た
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

内
務
省
の
記
録
で
目
を
引
く
の
は
、
昭
和
十
二
年
七
月
に

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
大
ヒ
ッ
ト
し
た
古
賀
の
戦
時
歌

謡
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
九
月
十
五
日
発
売
の
美
ち
奴
「
軍

国
の
母
」
と
楠
木
繁
夫
「
動
員
令
」
は
、
一
一
万
八
九
四
八

枚
を
売
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
明
朗
か
つ

堂
々
と
し
た
行
進
曲
調
の
「
動
員
令
」
で
は
な
く
、
哀
調

切
々
と
し
た
「
軍
国
の
母
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
作
詞
し
た
島
田
磬
也
は
「
強
い
励
ま
し
文
句
の
半

面
、
我
が
子
の
無
事
を
祈
る
母
の
悲
願
が
こ
め
ら
れ
て
い
る

歌
曲
で
あ
る
」
と
回
想
し
て
い
る

）
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。
勇
ま
し
く
名
誉
の
戦
死

を
願
う
か
の
よ
う
に
我
が
子
を
見
送
る
母
の
姿
を
描
く
。
し

か
し
、
古
賀
が
そ
の
歌
詞
に
つ
け
た
悲
し
い
旋
律
か
ら
は
、

必
ず
生
き
て
還
っ
て
来
て
欲
し
い
と
願
う
母
の
心
情
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
内
務
省
の
検
閲
を
免
れ
る
た
め
の
建
て
前
の

歌
詞
と
、
戦
争
を
嫌
う
人
々
の
本
音
の
旋
律
と
が
重
な
っ
て

い
る

）
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。
建
て
前
の
歌
詞
に
、
勇
壮
で
明
る
い
建
て
前
の
曲
を

つ
け
る
と
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。
そ
の
こ
と
を
ヒ
ッ
ト
曲
で
あ
る

古
賀
の
「
軍
国
の
母
」
は
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
古
関
の
「
露

営
の
歌
」
が
五
六
万
枚
と
い
う
空
前
の
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
た
こ

と
も
重
な
り
、
勇
壮
さ
よ
り
も
哀
調
を
帯
び
た
戦
時
歌
謡
が

夥
し
い
数
で
登
場
す
る
こ
と
と
な
る

）
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（

。

　

戦
時
歌
謡
を
検
討
す
る
上
で
古
賀
の
「
軍
国
の
母
」
が
持

つ
意
味
は
大
き
い
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
古
賀
が
戦
前
に
「
軍
国
の
母
」
と
同
形
態
の
楽

曲
を
生
み
出
し
て
お
り
、
そ
の
手
法
を
「
軍
国
の
母
」
に

使
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
昭
和
十
年
四
月
十
三

日
に
発
売
さ
れ
た
有
島
通
男
「
大
楠
公
」
に
見
ら
れ
る
。

　

昭
和
十
年
は
、
楠
木
正
成
没
後
六
〇
〇
年
に
あ
た
り
、
楠

木
を
祀
る
湊
川
神
社
の
あ
る
兵
庫
県
は
も
と
よ
り
、
大
阪
で

は
奉
祝
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
開
か
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
る
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
と
し
て
作
ら
れ
た

）
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（

。
テ
イ
チ
ク
の

社
長
南
口
重
太
郎
は
、
南
口
と
楠
公
が
同
じ
発
音
で
あ
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
大
の
楠
木
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
南
口
は
テ
イ
チ
ク
の
マ
ー
ク
に
楠
木
正
成
の
銅
像
を
採

用
し
、
古
賀
と
の
コ
ン
ビ
で
大
ス
タ
ー
と
な
っ
た
黒
田
進
の

芸
名
に
楠
木
繁
夫
と
命
名
し
た

）
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（

。

　

そ
し
て
、昭
和
十
二
年
十
月
十
五
日
に
は
、古
賀
久
子
「
小

楠
公
」
を
発
売
し
て
い
る
。
息
子
の
楠
木
正
季
を
題
材
に
し

た
「
大
楠
公
」
と
同
形
態
の
曲
で
あ
る
。
違
う
点
は
、
曲
の

途
中
で
詩
吟
へ
と
移
っ
て
い
く
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
楠
木
正
成

と
正
季
は
、
戦
前
の
日
本
史
教
科
書
で
南
北
朝
の
動
乱
の
と

き
に
後
醍
醐
天
皇
を
助
け
る
た
め
戦
死
を
遂
げ
た
忠
臣
と
し

て
讃
え
ら
れ
た
。
そ
の
一
番
の
見
せ
場
が
、
親
子
が
今
生
の

別
れ
と
語
り
合
う
「
桜
井
の
別
れ
」
の
場
面
で
あ
る
。
そ
う
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考
え
る
と
、「
軍
国
の
母
」
に
お
け
る
駅
で
出
征
す
る
息
子

と
、
見
送
る
母
と
の
別
れ
は
、「
大
楠
公
」
と
「
小
楠
公
」

の
「
桜
井
の
別
れ
」
の
再
編
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
「
大
楠
公
」
の
手
法
は
、「
軍
国
の

母
」
の
大
ヒ
ッ
ト
を
挟
ん
で
、
そ
の
後
の
「
小
楠
公
」
な
ど
、

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の
一
つ
の
系
統
と
な
っ
て
い
く
。「
小
楠
公
」

は
レ
コ
ー
ド
の
Ｂ
面
で
あ
り
、
こ
の
Ａ
面
に
な
っ
た
の
は
藤

山
一
郎
「
白
虎
隊
」
で
あ
る
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の

戊
辰
戦
争
で
新
政
府
軍
と
戦
っ
た
会
津
若
松
の
白
虎
隊
を
題

材
に
し
て
い
た
。
二
番
と
三
番
の
間
に
は
鈴
木
吟
亮
に
よ
る

「
南
鶴
ヶ
城
を
望
め
ば
、
砲
煙
あ
が
る
」
と
い
う
詩
吟
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
時
代
劇
を
題
材
に
作
ら
れ
た
作
風
は
、
昭
和
十

二
年
九
月
下
旬
発
売
の
奥
田
英
子
「
恨
み
は
深
し
通
州
城
」、

同
十
三
年
七
月
五
日
発
売
の
藤
山
一
郎
「
血
染
の
戦
闘
帽
」

な
ど
、
日
中
戦
争
下
の
戦
時
歌
謡
に
転
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

戦
後
に
も
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
一
月
十
五
日
の
神
楽

坂
は
ん
子
「
雨
の
田
原
坂
」、
同
年
八
月
十
五
日
発
売
の
中

島
孝
「
霧
の
川
中
島
」
な
ど
で
再
び
使
わ
れ
て
い
る
。「
雨

の
田
原
坂
」
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
に

お
け
る
田
原
坂
で
の
西
郷
軍
と
政
府
軍
と
の
攻
防
戦
を
描
い

た
。
二
番
と
三
番
の
間
に
は
ん
子
が
詩
吟
を
入
れ
て
い
る
の

は
、「
白
虎
隊
」
と
同
じ
で
あ
る
。「
霧
の
川
中
島
」
は
、
戦

国
時
代
の
武
将
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
と
の
川
中
島
の
戦
い

を
題
材
に
し
、
二
番
と
三
番
の
間
に
「
鞭
声
粛
々
夜
河
を
わ

た
る
」
と
い
う
詩
吟
を
入
れ
て
い
る
。
カ
バ
ー
曲
に
つ
い
て

は
第
四
章
で
述
べ
る
が
、
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
藤
山
の
「
白

虎
隊
」
を
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
六
月
十
五
日
に

霧
島
昇
で
発
売
し
た
と
こ
ろ
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。「
雨
の
田
原

坂
」
や
「
霧
の
川
中
島
」
は
二
匹
目
の
泥
鰌
を
狙
っ
て
作
ら

れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
古
賀
は
テ
イ
チ
ク
時
代
に
「
緑
の
地
平
線
」

の
よ
う
な
中
間
的
な
楽
曲
と
、
後
年
の
舞
踊
歌
謡
の
ジ
ャ
ン

ル
に
繋
が
る
時
代
劇
お
よ
び
戦
時
歌
謡
と
い
う
新
し
い
系
統

を
生
み
出
し
た
。
ま
た
デ
ュ
エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
と
い
う
男
女
が

掛
け
合
う
方
法
と
コ
ミ
ッ
ク
ソ
ン
グ
を
実
践
し
た
。
こ
う
し

た
斬
新
な
戦
略
が
、
次
章
で
述
べ
る
映
画
と
結
び
つ
い
て
、

希
代
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
黄
金
時
代
を
築
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

三　

映
画
と
主
題
歌

　

戦
前
の
大
衆
娯
楽
の
王
者
は
映
画
で
あ
っ
た
。
レ
コ
ー
ド

が
一
枚
一
円
五
〇
銭
か
ら
一
円
で
約
三
分
間
の
二
曲
が
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
映
画
は
入
場
料
が
昭
和

五
年
に
四
〇
銭
、
同
八
年
に
五
〇
銭
、
同
十
四
年
に
五
五
銭
、

同
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
八
〇
銭
で
上
映
さ
れ
て
い
た

）
28
（

。

同
じ
曲
を
く
り
返
し
て
聴
く
よ
り
も
、
長
時
間
の
動
画
を
楽

し
む
方
が
お
得
感
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
レ
コ
ー
ド
は
一
台

二
〇
円
か
ら
五
五
〇
円
す
る
蓄
音
器
を
買
わ
な
い
限
り
聴
け

な
か
っ
た
が

）
29
（

、
映
画
は
入
場
料
だ
け
支
払
え
ば
観
る
こ
と
が

で
き
た
。
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レ
コ
ー
ド
産
業
の
な
か
で
流
行
歌
の
人
気
が
出
て
く
る

と
、
映
画
会
社
も
そ
の
存
在
に
注
目
し
た
。
映
画
と
流
行
歌

の
関
係
性
は
、
早
く
も
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
頃
の
ビ
ク

タ
ー
で
確
認
で
き
る
。
同
年
六
月
の
佐
藤
千
夜
子
「
東
京
行

進
曲
」（
作
曲
：
中
山
晋
平
）
は
、
五
月
三
十
一
日
公
開
の

日
活
の
同
名
映
画
に
合
せ
て
製
作
さ
れ
た
。
昭
和
五
年
一
月

の
葭
町
二
三
吉
「
祇
園
小
唄
」（
作
曲
：
佐
々
紅
華
）
は
、

二
月
二
十
八
日
公
開
の
マ
キ
ノ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
『
祇
園

小
唄
絵
日
傘
』
の
映
画
主
題
歌
と
な
り
、
同
六
年
四
月
の
徳

山
璉
「
侍
ニ
ッ
ポ
ン
」（
作
曲
：
松
平
信
博
）
は
同
年
四
月

八
日
公
開
の
日
活
の
同
名
映
画
主
題
歌
と
な
っ
た
。
ど
れ
も

映
画
よ
り
レ
コ
ー
ド
の
方
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。

　

古
賀
政
男
も
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
時
代
に
、
映
画
主
題
歌
を
い

く
つ
も
作
曲
し
て
い
る
。
昭
和
六
年
九
月
二
十
日
の
藤
山
一

郎
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
は
、
レ
コ
ー
ド
の
大
ヒ
ッ
ト
を
受

け
て
、
松
竹
映
画
『
想
い
出
多
き
女
』
や
新
興
キ
ネ
マ
『
酒

は
涙
か
溜
息
か
』
が
作
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
映
画
主
題
歌
と

な
っ
た
。
昭
和
八
年
七
月
十
日
発
売
の
藤
本
二
三
吉
「
東
京

祭
」、
松
平
晃
「
東
京
祭
」
は
、
同
年
同
月
の
ビ
ク
タ
ー
の

小
唄
勝
太
郎
、
三
島
一
声
「
東
京
音
頭
」（
作
曲
：
中
山
晋
平
）

に
対
抗
し
て
作
ら
れ
た

）
30
（

。「
東
京
祭
」
を
主
催
し
た
読
売
新

聞
社
の
宣
伝
戦
略
も
あ
っ
て
、
昭
和
八
年
九
月
二
十
九
日
に

日
活
の
同
名
映
画
が
封
切
ら
れ
て
い
る

）
31
（

。
そ
し
て
古
賀
は

「
東
京
祭
」
の
作
曲
に
際
し
て
、「
流
行
歌
は
や
さ
し
く
て
、

す
ぐ
唄
へ
る
と
云
ふ
こ
と
が
必
要
で
、
近
来
は
兎
角
理
論
を

無
視
し
た
型
や
ぶ
り
の
も
の
が
多
く
、
だ
か
ら
歌
は
せ
ら
れ

る
大
衆
は
む
づ
か
し
く
な
る
の
で
あ
る
」
と
い
う

）
32
（

。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
楽
曲
が
「
兎
角
理
論
を
無
視
し
た

型
や
ぶ
り
の
も
の
」
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
歌
曲
の
よ
う
な
作
曲
方
法
で
あ
っ
た
古
関
裕
而

は
「
や
さ
し
く
て
、
す
ぐ
唄
へ
る
」
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
、

ジ
ャ
ズ
の
要
素
を
生
か
し
き
れ
な
か
っ
た
服
部
良
一
の
旋
律

も
面
白
さ
に
欠
け
た
。
昭
和
八
年
頃
に
は
片
岡
志
行
、
篠
原

正
雄
と
い
っ
た
作
曲
家
が
い
た
が
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
に
比
べ

る
と
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
彼
ら
が
ヒ
ッ
ト
曲

を
得
る
の
に
苦
労
し
た
の
に
対
し
て
、
古
賀
が
ヒ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
と
し
て
君
臨
し
た
差
が
、
右
の
言
説
に
表
れ
て
い
る
と

い
え
る
。

　

テ
イ
チ
ク
黄
金
時
代
の
古
賀
は
、
映
画
と
流
行
歌
を
従
来

よ
り
も
密
接
な
も
の
と
し
て
、
自
分
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
打
ち
出

す
確
率
を
高
め
る
こ
と
を
考
え
た
。
古
賀
の
後
輩
で
テ
イ
チ

ク
文
芸
部
に
入
社
し
た
茂
木
大
輔
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
残

し
て
い
る
。

「
古
賀
の
一
種
、
神
が
か
り
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
生

み
だ
さ
れ
た
の
が
レ
コ
ー
ド
と
映
画
の
タ
イ
ア
ッ
プ

だ
っ
た
。
単
に
レ
コ
ー
ド
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
あ
や
か
っ
て

映
画
を
、
映
画
の
な
か
に
主
題
歌
を
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
企
画
の
段
階
か
ら
手
を
握
っ
て
「
レ
コ
ー
ド
会
社

は
自
社
が
発
売
す
る
歌
を
映
画
の
な
か
に
と
り
入
れ
て

も
ら
い
、
交
換
条
件
と
し
て
映
画
の
音
楽
録
音
を
す
べ

て
無
報
酬
で
手
伝
う
」
と
い
う
方
式
だ
っ
た
。
レ
コ
ー

ド
会
社
と
し
て
は
、
こ
の
方
式
で
主
題
歌
を
挿
入
す
る
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だ
け
で
な
く
全
編
い
た
る
と
こ
ろ
に
主
題
歌
の
ア
レ
ン

ジ
を
配
し
、
テ
ー
マ
に
な
る
メ
ロ
デ
ィ
を
リ
フ
レ
イ
ン

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
歌
の
宣
伝
効
果
と
し
て
は

抜
群
で
あ
っ
た
。
映
画
も
歌
と
の
相
乗
効
果
に
よ
る
宣

伝
が
で
き
て
ニ
ン
マ
リ
な
わ
け
だ
。
古
賀
が
発
明
し
た

こ
の
方
式
は
、
や
が
て
〝
歌
え
る
ス
タ
ー
〞
の
登
場
を

う
な
が
す
こ
と
に
な
っ
て
、
レ
コ
ー
ド
歌
手
と
映
画
ス

タ
ー
と
二
つ
の
人
気
の
肩
書
き
が
一
つ
に
な
る
、
新
し

い
ス
タ
ー
を
生
み
だ
す
こ
と
に
も
な
っ
た
わ
け
だ
。
古

賀
が
も
っ
て
い
た
先
見
性
の
功
績
だ
ろ
う

）
33
（

」。

　

つ
ま
り
、
従
来
の
よ
う
に
映
画
に
合
わ
せ
た
主
題
歌
や
挿

入
歌
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
台
本
の
読
み
合
わ
せ
な
ど
の
製

作
段
階
か
ら
加
わ
っ
て
、
各
場
面
に
使
用
す
る
音
楽
す
べ
て

を
担
う
の
で
あ
る
。
テ
イ
チ
ク
時
代
の
映
画
主
題
歌
を
検
討

す
る
と
、
昭
和
十
年
五
月
十
五
日
発
売
の
川
畑
文
子
、

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
「
恋
は
荷
物
と
同
じ
よ
」
を
主
題
歌
と
し

た
『
う
ら
街
の
交
響
楽
』
を
皮
切
り
に
、
テ
イ
チ
ク
は
日
活

映
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
古
賀
の
映

画
主
題
歌
の
四
七
本
中
、
三
五
本
が
日
活
作
品
で
あ
る
。
こ

う
し
た
作
品
を
通
し
て
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
と
し
て
「
二

人
は
若
い
」
や
「
う
ち
の
女
房
に
ゃ
髭
が
あ
る
」、
古
賀
の

中
間
的
な
作
品
と
し
て
「
緑
の
地
平
線
」
や
「
東
京
ラ
プ
ソ

デ
ィ
」、
時
代
劇
か
ら
戦
時
歌
謡
に
転
用
し
た
「
軍
国
の
母
」

な
ど
、
そ
の
後
の
彼
の
作
品
の
系
統
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、
昭
和
歌
謡
史
の
定
石
と
も
い
う
べ
き
基
本
形
を
生
み
出

し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

　

し
か
し
、
古
賀
に
と
っ
て
主
題
歌
と
挿
入
歌
だ
け
で
な

く
、
劇
中
の
音
楽
を
す
べ
て
作
曲
す
る
作
業
は
楽
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
古
賀
は
そ
の
苦
労
を
次
の
よ
う
に
書
き
残
し

て
い
る
。

「
私
に
は
大
へ
ん
な
重
荷
で
あ
っ
た
。
映
画
音
楽
の
作

曲
は
数
が
ず
い
ぶ
ん
多
い
。
封
切
に
間
に
あ
わ
せ
る
た

め
一
日
に
十
曲
も
つ
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も

短
か
い
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
も
含
め
て
の
こ
と
だ
が
、
登
場

人
物
の
心
理
を
つ
た
え
る
音
楽
も
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り

の
苦
心
が
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
徹
夜
の
録
音
が
終
っ
て
、

や
れ
や
れ
と
思
っ
た
と
た
ん
、
技
師
が
録
音
室
か
ら
顔

を
出
し
て
、「
ど
う
も
お
か
し
い
、
何
も
入
っ
て
な
い

ん
だ
」
な
ど
と
い
い
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
不
完
全
な

初
期
の
マ
イ
ク
で
は
、
こ
の
よ
う
な
馬
鹿
気
た
事
故

も
、
決
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を

聞
か
さ
れ
る
と
、
と
た
ん
に
徹
夜
の
疲
れ
が
ど
っ
と
出

て
き
て
、
そ
の
場
に
へ
た
り
込
ん
で
し
ま
い
そ
う
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る

）
34
（

」。

　

専
属
作
曲
家
と
し
て
月
に
数
曲
を
書
く
と
い
う
ノ
ル
マ
で

は
済
ま
な
か
っ
た
。
毎
月
数
本
の
映
画
作
品
の
全
体
に
付
き

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
日
に
一
〇
曲
を
書
い
た
り
、

徹
夜
で
録
音
作
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
き
も
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
激
務
に
も
応
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
古
賀
は
油
が
乗
っ
て

い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
テ
イ
チ
ク
と
映
画
会
社
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

売
り
出
す
方
法
は
、
ど
の
く
ら
い
の
効
果
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
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う
か
。
映
画
と
主
題
歌
と
が
共
に
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
、
昭
和

十
一
年
の
Ｐ
Ｃ
Ｌ
同
名
主
題
歌
『
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』（
映

画
業
績
順
位
：
第
四
位
、
レ
コ
ー
ド
売
上
枚
数
：
一
六
万
一

五
五
八
枚
）
と
、
日
活
『
魂
』
の
主
題
歌
「
男
の
純
情
」（
映

画
業
績
順
位
：
第
一
位
、
レ
コ
ー
ド
売
上
枚
数
：
一
〇
万
一

七
四
一
枚
）
し
か
な
い
（
表
２
参
照
）。

　

こ
れ
以
外
は
古
賀
の
主
題
歌
は
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
の
、
映

画
の
興
行
収
益
と
し
て
の
業
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
。
結
果

的
に
テ
イ
チ
ク
だ
け
が
儲
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
古

賀
を
専
属
作
曲
家
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
三
流
の

国
産
レ
コ
ー
ド
会
社
で
あ
っ
た
テ
イ
チ
ク
は
、
外
資
系
の
コ

ロ
ム
ビ
ア
、
ビ
ク
タ
ー
、
ポ
リ
ド
ー
ル
と
肩
を
並
べ
る
大
手

一
流
会
社
へ
と
成
長
し
た
。

　

テ
イ
チ
ク
時
代
の
映
画
主
題
歌
で
看
過
で
き
な
い
の
が
、

昭
和
十
三
年
五
月
二
十
三
日
に
発
売
さ
れ
た
楠
木
繁
夫
「
人

生
劇
場
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
活
映
画
『
人
生
劇
場
（
残
侠

篇
）』
の
主
題
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
。
尾
崎
士
郎
原
作
の
任

侠
映
画
だ
が
、
や
く
ざ
物
と
い
っ
て
も
チ
ャ
ン
バ
ラ
時
代
劇

で
は
な
く
、
大
正
時
代
を
題
材
に
し
た
現
代
劇
で
あ
っ
た
。

古
賀
は
現
代
任
侠
映
画
の
主
題
歌
の
先
駆
者
と
位
置
付
け
ら

れ
る
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
三
月
十
六
日
に
鶴
田

浩
二
主
演
の
『
人
生
劇
場
・
飛
車
角
』
が
公
開
さ
れ
る
と
、

東
映
は
任
侠
映
画
を
時
代
劇
か
ら
現
代
劇
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
っ
た
。
そ
こ
で
は
後
述
す
る
カ
バ
ー
曲
で
あ
る
村
田
英
雄

「
人
生
劇
場
」
が
主
題
歌
と
し
て
使
わ
れ
た
。
こ
の
旋
律
が

任
侠
映
画
の
そ
の
後
の
主
題
歌
の
定
番
と
な
っ
て
い
く

）
35
（

。
こ

こ
で
も
古
賀
は
昭
和
歌
謡
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
人
生
劇
場
」
を
書
い
た
あ
た
り
か
ら
、
テ

イ
チ
ク
の
社
長
南
口
重
太
郎
と
古
賀
と
の
間
で
確
執
が
生
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
会
社
経
営
を
め
ぐ
っ
て
南
口
と
古
賀

と
が
衝
突
し
た
。
古
賀
に
し
て
み
れ
ば
、
会
社
を
急
成
長
さ

せ
た
功
労
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
囲
の
社
員
か
ら

の
風
当
た
り
が
強
く
な
っ
た
こ
と
に
我
慢
が
で
き
な
か
っ

た
）
36
（

。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
古
賀
の
テ
イ
チ
ク
黄
金
時
代
は
終
わ
り

を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
古
賀
は
昭
和
十
三
年
十
一
月
十
四

日
か
ら
十
四
年
十
月
十
日
ま
で
外
務
省
の
音
楽
親
善
大
使
と

し
て
、
ハ
ワ
イ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
な
ど
の
視
察
を
終
え
る
と
、
同
十
四
年
十
一

月
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
曲
家
へ
と
戻
っ
た
。
当
時
の
コ

ロ
ム
ビ
ア
で
は
、
筆
者
が
「
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
作
り
の
秀

才
」
と
名
づ
け
る
作
曲
家
万
城
目
正
が
活
躍
し
て
い
た
。
テ

イ
チ
ク
の
古
賀
が
日
活
な
ら
ば
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
万
城
目
は

松
竹
の
映
画
音
楽
を
担
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
映
画
と
主
題

歌
を
と
も
に
大
ヒ
ッ
ト
に
導
い
た
の
も
万
城
目
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
歴
史
的
に
記
念
す
べ
き
作
品
が
、
昭
和
十
三
年
九
月

十
五
日
に
公
開
さ
れ
た
松
竹
映
画
『
愛
染
か
つ
ら
』
の
主
題

歌
「
旅
の
夜
風
」
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
に
松
竹
は
歌
謡
映
画

に
力
を
入
れ
て
、
ヒ
ッ
ト
作
を
連
発
し
て
い
く
。
こ
の
点
は

主
題
歌
を
歌
唱
し
た
霧
島
昇
が
「
映
画
の
主
題
歌
っ
て
い
う

の
は
で
す
ね
、
こ
れ
ま
で
は
、
愛
染
か
つ
ら
ま
で
は
、
も
う
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全
然
問
題
に
さ
れ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
。
売
れ
な
か
っ
た
ん

で
す
」「
各
社
が
今
度
は
そ
の
映
画
の
主
題
歌
に
力
を
入
れ

出
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
映
画
の
主
題
歌
時
代
っ
て
い
う

こ
と
に
な
る
ん
で
す
」
と
証
言
し
て
い
る

）
37
（

。
昭
和
十
四
年
度

の
興
行
収
益
の
う
ち
、
松
竹
の
第
一
位
か
ら
三
位
、
五
位
、

七
位
、
九
位
の
映
画
主
題
歌
が
い
ず
れ
も
コ
ロ
ム
ビ
ア
の

ヒ
ッ
ト
曲
で
あ
る

）
38
（

。
そ
の
う
ち
二
葉
あ
き
子
「
純
情
の
丘
」

（
同
十
四
年
七
月
十
五
日
発
売
）、
霧
島
昇
、
ミ
ス
・
コ
ロ
ム

ビ
ア
「
愛
染
夜
曲
」（
同
十
四
年
五
月
発
売
）、
霧
島
昇
、
高

峰
三
枝
子
「
純
情
二
重
奏
」（
同
年
八
月
二
十
五
日
発
売
）、

霧
島
昇
、
ミ
ス
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
「
愛
染
草
紙
」（
同
年
十
一

月
発
売
）
と
四
作
品
四
曲
を
万
城
目
が
作
曲
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
古
賀
の
「
緑
の
地
平
線
」
の
中
間
的
な
手
法
の
旋
律

を
取
り
入
れ
て
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
。
こ
の
点
が
「
流
行
歌
（
歌

謡
曲
）
作
り
の
秀
才
」
と
名
づ
け
る
所
以
で
あ
る
。

　
「
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
作
り
の
天
才
」
で
あ
る
古
賀
は
負

け
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
へ
と
移
籍
す
る
と
、
さ
っ
そ
く

ヒ
ッ
ト
曲
を
連
発
す
る
。
霧
島
昇
、
松
原
操
「
新
妻
模
様
」

（
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
日
発
売
、
同
年
十
二
月
三
十
日

公
開
の
『
新
妻
問
答
』
の
主
題
歌
）
は
松
竹
第
四
位
で
、
五

万
六
一
枚
、
志
村
道
夫
、
奥
山
彩
子
「
蛇
姫
絵
巻
」（
昭
和

十
五
年
三
月
二
十
日
発
売
、
同
年
四
月
三
日
公
開
の
『
蛇
姫

様
』
主
題
歌
）
は
東
宝
で
前
編
が
第
二
位
、
後
編
が
第
五
位
、

霧
島
昇
、
二
葉
あ
き
子
「
新
妻
鏡
」
と
霧
島
昇
、
ミ
ス
・
コ

ロ
ム
ビ
ア
「
目
ン
無
い
千
鳥
」（
昭
和
十
五
年
四
月
十
日
発

売
、
五
月
一
日
公
開
の
『
新
妻
鏡
』
主
題
歌
）
は
東
宝
で
一

〇
位
、
霧
島
昇
、
菊
池
章
子
「
相
呼
ぶ
歌
」（
七
月
五
日
発
売
、

七
月
十
三
日
公
開
の
『
愛
の
暴
風
』
主
題
歌
）
は
松
竹
で
二

位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
た

）
39
（

。藤
山
一
郎
、二
葉
あ
き
子
「
な

つ
か
し
の
歌
声
」「
春
よ
い
づ
こ
」（
二
月
十
五
日
発
売
、
二

月
二
十
一
日
公
開
の
『
春
よ
い
づ
こ
』
主
題
歌
）
と
、
伊
藤

久
男
「
熱
砂
の
誓
い
」
と
李
香
蘭
「
紅
い
睡
蓮
」（
十
月
二

十
日
発
売
、
十
二
月
二
十
五
日
公
開
の
『
熱
砂
の
誓
い
』
主

題
歌
）
は
、
興
業
収
益
の
上
位
外
で
レ
コ
ー
ド
売
上
枚
数
も

は
っ
き
り
し
な
い
。

　

し
か
し
、「
新
妻
模
様
」
と
「
紅
い
睡
蓮
」
を
除
く
曲
は
、

昭
和
四
〇
年
代
の
「
懐
メ
ロ
」
ブ
ー
ム
で
も
歌
唱
対
象
曲
と

な
っ
て
お
り

）
40
（

、「
新
妻
模
様
」
よ
り
売
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
点
を
考
慮
し
て
考
え
る
と
、
万
城
目
と
同
じ
よ
う
に
映

画
と
主
題
歌
を
と
も
に
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
実
際
、
昭
和
十
五
年
度
で
見
る
と
、
万
城
目
は
松
竹
映

画
『
暁
に
祈
る
』
の
主
題
歌
「
愛
馬
花
嫁
」
の
一
曲
し
か
な

い
。
結
果
的
に
古
賀
は
万
城
目
を
凌
駕
す
る
成
績
を
残
し
た

の
で
あ
る
。「
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
作
り
の
天
才
」
は
、「
流

行
歌
（
歌
謡
曲
）
作
り
の
秀
才
」
に
負
け
な
い
こ
と
を
歴
史

的
に
証
明
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
に
移
っ
て
か
ら
の
新
し
い
特
徴
に
つ
い
て
述

べ
る
と
、「
新
妻
模
様
」
で
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
明
朗
な

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
旋
律
が
聴
き
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

中
間
的
な
手
法
で
あ
り
な
が
ら
、「
緑
の
地
平
線
」
の
系
統

と
も
、
独
創
的
な
「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
と
も
違
っ
て
お
り
、

「
目
ン
無
い
千
鳥
」
か
ら
島
倉
千
代
子
「
思
い
出
さ
ん
今
日
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は
」（
昭
和
三
十
三
年
〔
一
九
五
八
〕
三
月
十
五
日
発
売
）

な
ど
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
新
し
い
系
統
と
い
え
る
。
古
賀
が

ア
メ
リ
カ
に
出
発
す
る
前
に
な
か
っ
た
点
か
ら
も
、
こ
の
旋

律
の
系
統
は
約
一
年
間
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
様
々
な
外
国
音
楽

に
接
し
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古
賀
が

晩
年
ま
で
作
り
続
け
る
こ
の
系
統
も
、「
演
歌
」
と
は
言
い

難
い
要
素
が
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

古
賀
の
映
画
作
品
を
考
え
る
場
合
に
重
要
な
人
物
の
一
人

が
、
映
画
監
督
渡
辺
邦
男
で
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
五
月
十

六
日
公
開
の
『
麗
』
は
歌
人
の
柳
原
白
蓮
を
モ
デ
ル
に
し
て

い
た
が
、
こ
の
同
名
主
題
歌
の
作
曲
家
に
古
賀
を
指
名
し
た

の
も
渡
辺
で
あ
っ
た
。
古
賀
に
よ
れ
ば
「
渡
辺
さ
ん
は
野
心

を
燃
し
て
お
り
、
是
非
、
私
と
コ
ン
ビ
で
行
き
た
い
、
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。
私
に
と
っ
て
も
戦
後
の
第
一
作
で
も

あ
る
し
、
永
い
間
、
い
ろ
い
ろ
制
約
を
受
け
て
、
自
由
に
作

曲
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
情
熱
を
か
け
た
つ
も
り
で
あ
っ

た
」
と
回
想
す
る

）
41
（

。
昭
和
二
十
一
年
五
月
発
売
の
霧
島
昇

「
麗
人
の
歌
」
は
、
戦
時
中
に
は
聴
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
哀
調
を
帯
び
た
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
が
復
活
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
た
。

　

そ
し
て
哀
愁
の
あ
る
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ト
ロ
ッ
ト
の
旋
律
も

戦
時
中
は
息
を
潜
め
た
も
の
の
、
終
戦
後
に
は
昭
和
二
十
二

年
九
月
下
旬
発
売
の
霧
島
昇
「
旅
の
舞
姫
」、
同
二
十
三
年

三
月
中
旬
発
売
の
霧
島
昇
「
紅
雀
の
歌
」、
七
月
二
十
日
発

売
の
霧
島
昇
、
松
原
操
「
三
百
六
十
五
夜
」、
同
二
十
四
年

五
月
発
売
の
霧
島
昇
「
人
間
模
様
」
な
ど
、
再
び
映
画
主
題

歌
と
し
て
復
活
す
る
。
ま
た
昭
和
二
十
三
年
九
月
発
売
の
近

江
俊
郎
「
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
で
、
そ

の
続
編
が
映
画
主
題
歌
と
な
っ
て
作
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
四

年
八
月
十
一
日
発
売
の
近
江
「
湯
の
町
夜
曲
」、
同
二
十
六

年
（
一
九
五
一
）
一
月
十
五
日
発
売
の
近
江
「
湯
の
町
物
語
」

は
、
戦
前
か
ら
の
「
影
を
慕
ひ
て
」
の
系
譜
で
作
曲
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
日
発
売
の
二
葉

あ
き
子
「
恋
の
曼
珠
沙
華
」
は
ブ
ル
ー
ス
で
あ
り
、
戦
後
に

外
国
曲
の
影
響
を
受
け
た
歌
謡
曲
が
溢
れ
る
な
か
、
そ
う
し

た
流
れ
に
古
賀
が
挑
戦
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
昭
和
二
十
六
年
に
古
賀
が
見
出
し
た
芸
者
歌
手
の
神

楽
坂
は
ん
子
が
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
戦
前
か
ら
の
コ
ミ
ッ
ク

的
な
デ
ュ
エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
に
新
た
な
手
法
を
生
み
出
し
た
。

そ
れ
が
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
月
一
日
発
売
の
神

楽
坂
は
ん
子
「
こ
ん
な
ベ
ッ
ピ
ン
見
た
こ
と
な
い
」
で
あ
る
。

は
ん
子
の
歌
唱
に
男
性
コ
ー
ラ
ス
が
合
い
の
手
を
入
れ
る
よ

う
に
掛
け
合
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
ヒ
ッ
ト
し
た
た
め
、
そ
の

続
編
が
同
名
映
画
主
題
歌
と
な
る
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九

五
四
）
四
月
二
十
日
発
売
の
「
こ
ん
な
美
男
子
見
た
こ
と
な

い
」、
同
年
七
月
十
五
日
発
売
の
「
こ
ん
な
ア
ベ
ッ
ク
見
た

こ
と
な
い
」、
同
年
九
月
二
十
五
日
発
売
の
「
こ
ん
な
奥
様

見
た
こ
と
な
い
」
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
年
代
に
テ
レ
ビ
が
普
及
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、

古
賀
の
映
画
主
題
歌
の
数
は
減
少
す
る
。
だ
が
、
昭
和
三
十

九
年
（
一
九
六
四
）
十
一
月
二
十
日
発
売
の
美
空
ひ
ば
り

「
柔
」
が
Ｎ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
の
同
名
主
題
歌
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
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映
画
や
テ
レ
ビ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
や
め
な
か
っ
た
。「
柔
」

は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
の
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
の
大

賞
受
賞
曲
に
輝
い
た
が
、
そ
の
ヒ
ッ
ト
の
背
景
に
テ
レ
ビ
主

題
歌
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
映
画
か
ら
テ
レ
ビ
へ
と
大
衆
娯
楽
の
王
座
が
変
わ
る
頃

に
、
古
賀
は
自
分
の
作
品
が
テ
レ
ビ
で
使
わ
れ
る
よ
り
も
番

組
の
審
査
委
員
長
な
ど
で
出
演
す
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
年
代
に
歌
謡
曲
の
リ
ズ
ム
が
変
化

し
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
に
代
表
さ
れ
る
戦
前
か
ら
の
流
行
歌
の

作
り
方
が
古
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
映
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

ヒ
ッ
ト
に
繋
げ
る
手
法
は
、
後
輩
の
作
曲
家
た
ち
の
テ
レ
ビ

番
組
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
継
続
し
て
お
り
、
そ
こ
に
着
目
し

た
古
賀
の
作
曲
戦
略
は
先
駆
的
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

四　

カ
バ
ー
と
リ
メ
イ
ク
の
天
才

　

古
賀
政
男
の
研
究
に
お
い
て
、
と
も
す
れ
ば
看
過
さ
れ
て

き
た
の
が
、
カ
バ
ー
と
リ
メ
イ
ク
作
品
で
あ
る
。
昭
和
歌
謡

史
を
振
り
返
る
と
、
売
れ
な
い
歌
手
が
往
年
の
ヒ
ッ
ト
曲
を

カ
バ
ー
し
て
発
売
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で

ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の
カ
バ
ー
曲
は
た

く
さ
ん
存
在
す
る
（
表
３
参
照
）。
な
ぜ
、
そ
う
し
た
カ
バ
ー

曲
が
生
ま
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
古
賀
が
作
曲
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
た
年
の
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
曲
を
、
そ
の
数
年
後

に
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の
代
表
曲
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
「
影
を
慕

ひ
て
」
は
、
古
賀
が
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
に
在
籍

し
て
い
た
時
代
に
作
曲
さ
れ
た
。
古
賀
は
昭
和
四
年
の
同
倶

楽
部
の
卒
業
公
演
で
、
当
時
人
気
絶
頂
で
あ
っ
た
佐
藤
千
夜

子
に
独
唱
を
依
頼
し
た

）
42
（

。「
影
を
慕
ひ
て
」
は
、
古
賀
が
子

供
の
頃
に
聴
い
た
「
美
し
き
天
然
」、
佐
藤
の
師
で
あ
る
中

山
晋
平
が
作
曲
し
た
「
船
頭
小
唄
」
を
継
承
す
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
で
作
ら
れ
て
い
る
。
佐
藤
は
「
影
を
慕
ひ
て
」

を
気
に
入
り
、
ビ
ク
タ
ー
で
吹
き
込
む
こ
と
と
な
る
。「
影

を
慕
ひ
て
」
は
翌
五
年
十
二
月
二
十
日
に
ビ
ク
タ
ー
か
ら
発

売
さ
れ
た
。

　

佐
藤
は
オ
ペ
ラ
の
声
を
張
り
上
げ
て
歌
う
ベ
ル
カ
ン
ト
唱

法
で
「
影
を
慕
ひ
て
」
を
歌
唱
し
た
。
前
年
か
ら
中
山
作
曲

の
「
東
京
行
進
曲
」
は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
が
、「
影
を
慕
ひ
て
」

は
ヒ
ッ
ト
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
一
年

二
か
月
が
経
っ
た
昭
和
七
年
二
月
二
十
日
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
か

ら
藤
山
一
郎
の
「
影
を
慕
ひ
て
」
を
発
売
し
た
と
こ
ろ
大

ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
大
き
な
違
い
は
藤
山
が
声
を
抑
え
た
ク

ル
ー
ナ
ー
唱
法
で
歌
っ
た
こ
と
に
あ
る

）
43
（

。
こ
の
点
が
前
年
の

「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
と
同
様
に
、
昭
和
恐
慌
の
不
景
気
な

暗
い
世
相
に
合
致
し
て
多
く
の
人
々
か
ら
の
支
持
を
得
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

古
賀
は
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
曲
の
歌
手
を
替
え
て
、
カ

バ
ー
曲
と
し
て
再
発
売
す
る
こ
と
で
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
他
の
作
曲
家
の
作
品
は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
と
、

レ
コ
ー
ド
会
社
も
諦
め
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
古
賀
の
作
品
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は
「
影
を
慕
ひ
て
」
が
証
明
し
た
よ
う
に
、
一
度
埋
も
れ
て

も
カ
バ
ー
曲
に
す
れ
ば
売
れ
る
見
込
み
が
あ
っ
た
。
古
賀
の

自
信
と
実
績
、
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
レ
コ
ー
ド
会
社
の
販
売

戦
略
と
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、
古
賀
の
カ
バ
ー
作
品
は
可
能

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

テ
イ
チ
ク
で
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
ヒ
ッ
ト
し
た
藤
山
一
郎

の
「
影
を
慕
ひ
て
」
や
「
ス
キ
ー
の
唄
」
を
、
楠
木
繁
夫
に

カ
バ
ー
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ヒ
ッ
ト
曲
に

勝
る
も
の
は
な
く
、
楠
木
の
カ
バ
ー
曲
は
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ

た
。
カ
バ
ー
曲
の
ヒ
ッ
ト
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ヒ
ッ
ト
し

て
い
な
い
場
合
と
、
オ
ジ
リ
ナ
ル
の
ヒ
ッ
ト
曲
が
発
売
さ
れ

て
か
ら
一
定
の
時
間
が
経
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の

こ
と
を
古
賀
が
悟
っ
た
と
見
え
て
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
カ

バ
ー
曲
を
出
し
て
い
な
い
。

　

再
び
カ
バ
ー
曲
に
力
を
入
れ
る
の
は
、
昭
和
二
十
年
代
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
一
日
発
売
の

近
江
俊
郎
「
月
夜
船
」
は
、
同
十
九
年
（
一
九
四
四
）
七
月

上
旬
に
沖
縄
出
身
の
波
平
暁
男
で
発
売
さ
れ
た
も
の
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
中
に
国
民
を
少
し
で
も
明
る

く
さ
せ
よ
う
と
す
る
作
曲
者
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
戦
局
が
悪
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
レ
コ
ー
ド
が

ヒ
ッ
ト
す
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
古
賀
は
戦
争
に
よ
っ
て
埋

も
れ
て
し
ま
っ
た
「
月
夜
船
」
の
カ
バ
ー
を
近
江
に
託
し
た
。

こ
の
選
択
は
功
を
奏
し
、「
月
夜
船
」
は
近
江
の
ヒ
ッ
ト
曲

の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
「
月
夜
船
」
に
光
が
当
た
っ
て
い
た
頃
、
古
賀
は
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
る
福
岡
県
の
民
謡
「
炭
坑
節
」
を
聴
き
な
が
ら
、

新
し
い
「
炭
坑
節
」
を
作
ろ
う
と
閃
い
た
。
そ
し
て
完
成
し

た
「
ト
ン
コ
節
」
は
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
日
に
楠
木
繁

夫
と
久
保
幸
江
の
共
唱
で
発
売
さ
れ
た
が
、
期
待
通
り
の
成

果
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
が
経
っ
て
、
朝
鮮

戦
争
の
影
響
で
特
需
景
気
を
迎
え
る
と
、
手
拍
子
を
添
え
て

歌
う
お
座
敷
ソ
ン
グ
が
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
古
賀
は
「
ト
ン
コ
節
」
の
カ
バ
ー
を
考
え
、
西
條
八
十
が

歌
詞
を
書
き
直
し
た
。
楠
木
が
古
巣
の
テ
イ
チ
ク
へ
と
移
籍

し
て
い
た
た
め
、
久
保
と
新
人
の
民
謡
歌
手
加
藤
雅
夫
と
が

録
音
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
二
月
十
五
日
に
発
売
さ
れ
た

「
ト
ン
コ
節
」
は
、
関
西
方
面
の
飲
み
屋
街
か
ら
火
が
つ
い

て
、
燎
原
の
火
の
如
く
全
国
的
な
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　

古
賀
は
、
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
と
感
じ
た
の
だ
ろ

う
。
昭
和
二
十
七
年
六
月
十
五
日
に
霧
島
昇
「
白
虎
隊
」、

同
年
十
月
十
日
に
古
賀
政
男
「
人
生
の
並
木
路
」、
藤
山
一

郎
「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」、
安
藤
ま
り
子
「
月
の
浜
辺
」、
神

楽
坂
は
ん
子
「
あ
ゝ
そ
れ
な
の
に
」、
青
木
光
一
「
サ
ー
カ

ス
の
唄
」、
同
二
十
八
年
三
月
十
五
日
に
古
賀
政
男
「
男
の

純
情
」、
奈
良
光
枝
「
夕
べ
仄
か
に
」、
青
木
光
一
「
緑
の
地

平
線
」、
久
保
幸
江
・
加
藤
雅
夫
「
二
人
は
若
い
」、
藤
山
一

郎
「
青
い
背
広
で
」、
霧
島
昇
「
白
椿
の
歌
」（
楠
木
繁
夫
「
白

い
椿
の
唄
」）
と
、戦
前
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
カ
バ
ー
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
霧
島
昇
「
白
虎
隊
」
は
、
戦
前
の
藤
山
一
郎

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
上
回
る
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和

二
十
九
年
九
月
二
十
五
日
に
高
倉
敏
、
久
保
幸
江
「
う
ち
の
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女
房
に
ゃ
髭
が
あ
る
」、
同
年
十
二
月
十
日
に
神
楽
坂
は
ん

子
、
青
木
光
一
、
中
島
孝
「
三
日
吉
三
」、
霧
島
昇
・
久
保

幸
江
・
高
倉
敏
・
岡
本
敦
郎
・
若
山
彰
「
白
浪
五
人
男
」、

同
三
十
一
年
四
月
に
中
島
孝
「
人
生
劇
場
」、
島
倉
千
代
子

「
日
本
橋
か
ら
」、
青
木
光
一
「
東
京
娘
」、
湯
川
き
よ
美
「
美

わ
し
の
宵
」、
奈
良
光
枝
「
嘆
き
の
夜
曲
」、
鳴
海
日
出
夫
「
青

春
日
記
」
と
、
戦
前
の
カ
バ
ー
曲
が
続
け
て
発
売
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
昭
和
三
十
四
年
四
月
四
日
発
売
の
村
田
英
雄

「
人
生
劇
場
」
が
ヒ
ッ
ト
す
る
と
、
こ
れ
を
機
会
に
レ
コ
ー

ド
各
社
で
リ
バ
イ
バ
ル
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
こ
と
と
な
る
。

　

リ
バ
イ
バ
ル
ブ
ー
ム
の
な
か
、
古
賀
は
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
六
月
十
五
日
に
北
見
沢
惇
「
悲
し
い
酒
」
と

い
う
新
曲
を
発
売
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
六
年
の
藤
山
一
郎

「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
を
カ
バ
ー
曲
に
す
る
の
で
は
な
く
、

新
し
い
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
企
画
し

た
。
作
詞
家
の
石
本
美
由
起
は
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
の
よ

う
な
二
行
詩
を
い
く
つ
も
書
く
の
に
苦
心
し
た
と
回
想
す

る
）
44
（

。
だ
が
、
歌
詞
を
見
た
古
賀
は
、
二
行
詩
で
作
曲
す
る
の

が
難
し
い
と
感
じ
、
二
行
詩
を
二
つ
繋
げ
て
四
行
詩
に
し
て

曲
を
つ
け
た
。
そ
の
た
め
、
仕
上
が
り
は
「
酒
は
涙
か
溜
息

か
」
で
は
な
く
「
影
を
慕
ひ
て
」
を
進
化
さ
せ
た
感
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、「
悲
し
い
酒
」
は
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
。
こ

れ
で
諦
め
な
い
の
が
古
賀
で
あ
る
。
六
年
が
経
っ
た
昭
和
四

十
一
年
六
月
十
日
に
美
空
ひ
ば
り
で
再
発
売
し
た
。
さ
ら
に

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
三
月
十
日
に
は
ひ
ば
り
が
間

奏
部
分
に
台
詞
を
入
れ
て
、
前
よ
り
も
長
尺
の
演
奏
へ
と
作

り
替
え
た
。
そ
う
し
た
結
果
、「
悲
し
い
酒
」
は
、
一
四
五

万
枚
を
売
上
げ
る
ひ
ば
り
の
代
表
曲
の
一
つ
と
な
っ
た

）
45
（

。
カ

バ
ー
曲
の
可
能
性
に
か
け
た
古
賀
の
粘
り
勝
ち
で
あ
る
。

　

リ
バ
イ
バ
ル
ブ
ー
ム
で
最
大
の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
は
、

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
八
月
に
ビ
ク
タ
ー
で
発
売
さ

れ
た
フ
ラ
ン
ク
永
井
「
君
恋
し
」
で
あ
る
。
古
賀
が
中
心
と

な
っ
て
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
日
本
レ
コ
ー
ド
大

賞
が
制
定
さ
れ
た
が
、「
君
恋
し
」
は
同
三
十
六
年
の
大
賞

曲
に
輝
い
た
。
佐
々
紅
華
が
作
曲
し
た
「
君
恋
し
」
は
、
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
に
高
井
ル
ビ
ー
で
発
売
し
、

昭
和
四
年
六
月
に
二
村
定
一
で
再
発
売
さ
れ
て
ヒ
ッ
ト
し

た
。
た
だ
し
、
前
者
は
佐
々
が
作
詞
し
、
後
者
は
時
雨
音
羽

が
作
詞
し
て
お
り
、
歌
詞
の
内
容
が
違
う
。
そ
れ
を
昭
和
三

十
六
年
に
寺
岡
真
三
が
ロ
ッ
カ
バ
ラ
ー
ド
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
。
一
見
す
る
と
、
カ
バ
ー
曲
の
手
法
で
ヒ
ッ
ト
に
繋
げ
た

法
則
を
発
見
し
た
の
は
佐
々
の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、

歌
詞
が
変
わ
っ
て
い
る
点
で
は
リ
メ
イ
ク
で
あ
り
、
タ
イ
ト

ル
と
サ
ビ
の
歌
詞
「
君
恋
し
」
が
変
わ
っ
て
い
な
い
点
で
は

カ
バ
ー
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
存
在
で
あ
る
。

ま
た
昭
和
三
十
年
代
の
カ
バ
ー
曲
に
よ
る
リ
バ
イ
バ
ル
ブ
ー

ム
も
、「
君
恋
し
」
は
そ
れ
に
乗
っ
て
ビ
ク
タ
ー
が
発
売
し

た
も
の
で
あ
り
、
ブ
ー
ム
を
生
み
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

カ
バ
ー
曲
の
役
割
を
デ
ビ
ュ
ー
当
時
か
ら
発
見
し
、
そ
の

積
み
重
ね
で
リ
バ
イ
バ
ル
ブ
ー
ム
を
作
っ
た
の
は
古
賀
で
あ

る
。
そ
の
延
長
線
上
に
昭
和
四
十
年
代
の
「
懐
メ
ロ
」
ブ
ー

ム
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
ブ
ー
ム
の
下
地
も
古
賀
が
形
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成
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
古
賀
は
単
に
歌
謡
曲
の
源
流
を
生
み
出
し
た
存
在
と
し

て
の
「
歌
謡
曲
の
父
」
で
は
な
く
、
も
っ
と
大
き
な
歌
謡
曲

の
水
脈
を
作
り
出
し
た
「
歌
謡
曲
の
父
」
と
位
置
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
筆
者
は
古
賀
を
「
歌
謡
曲
の
父
」
に
加
え
て
、「
流

行
歌
（
歌
謡
曲
）
作
り
の
天
才
」
と
呼
ん
で
い
る
。
古
賀
の

リ
メ
イ
ク
作
品
に
は
「
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
作
り
の
天
才
」

で
あ
る
こ
と
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
古
賀
は
ヒ
ッ
ト
し

な
か
っ
た
曲
の
タ
イ
ト
ル
と
歌
詞
を
変
え
て
、
再
発
売
す
る

こ
と
を
試
み
た
。
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
八
曲
を

リ
メ
イ
ク
し
て
い
る
（
表
４
参
照
）。
こ
れ
ほ
ど
リ
メ
イ
ク

を
く
り
か
え
す
作
曲
家
は
珍
し
い
。

　

古
賀
の
リ
メ
イ
ク
は
、
作
曲
家
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
ビ
ク

タ
ー
で
昭
和
五
年
二
月
二
十
五
日
に
発
売
さ
れ
た
佐
藤
千
夜

子
「
文
の
か
ほ
り
」
と
「
娘
心
も
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

「
文
の
か
ほ
り
」
は
昭
和
八
年
三
月
十
五
日
に
コ
ロ
ム
ビ
ア

か
ら
発
売
さ
れ
た
淡
谷
の
り
子
「
来
る
来
る
サ
ー
カ
ス
」
と

な
り
、「
娘
心
も
」
は
昭
和
七
年
五
月
二
十
日
発
売
の
丸
山

和
歌
子
「
月
夜
の
恋
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

次
に
作
ら
れ
た
昭
和
五
年
十
一
月
二
十
五
日
発
売
の
佐
藤

千
夜
子
「
青
い
鳥
」
は
、
昭
和
七
年
七
月
二
十
日
発
売
の
関

種
子
「
笛
は
冴
ゆ
れ
ど
」、
同
二
十
九
年
七
月
十
日
発
売
の

京
町
香
江
「
青
い
小
鳥
は
何
処
へ
行
く
」
と
、
二
度
リ
メ
イ

ク
さ
れ
て
い
る
。
京
町
は
古
賀
の
門
下
生
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
た
が
、
デ
ビ
ュ
ー
曲
の
「
港
の
混
血
娘
」（
昭
和
二
十
八

年
八
月
十
五
日
発
売
）
は
、
渡
辺
は
ま
子
「
り
ぼ
ん
む
す
め
」

（
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
日
発
売
）
の
リ
メ
イ
ク
で
あ
っ
た
。

「
り
ぼ
ん
む
す
め
」
は
日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る
な
か
一
万

五
九
七
四
枚
と
い
う
及
第
点
で
あ
っ
た
が
、
古
賀
と
し
て
は

も
っ
と
ヒ
ッ
ト
す
る
作
品
だ
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

こ
の
よ
う
に
再
挑
戦
し
た
も
の
の
、
満
足
の
い
か
な
い
結

果
に
終
わ
っ
た
作
品
も
あ
っ
た
。
一
方
で
リ
メ
イ
ク
が
功
を

奏
し
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
作
品
も
存
在
す
る
。
昭
和
十
三
年
八

月
一
日
発
売
の
岡
蘭
子
「
合
歓
の
木
蔭
」
は
、
日
活
映
画
『
楽

天
公
子
』
の
主
題
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
。
岡
蘭
子
は
、
テ
イ

チ
ク
の
朝
鮮
支
社
の
Ｏ
Ｋ
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
で
活
躍
し
た

李
蘭
影
の
日
本
人
歌
手
名
で
あ
る
。
こ
れ
を
古
賀
は
テ
イ
チ

ク
か
ら
コ
ロ
ム
ビ
ア
へ
戻
る
と
、
霧
島
昇
と
二
葉
あ
き
子
が

デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
「
新
妻
鏡
」
に
作
り
替
え
て
、
昭
和
十
五

年
四
月
十
日
に
発
売
し
た
。「
新
妻
鏡
」
は
東
宝
の
同
名
映

画
主
題
歌
と
し
て
映
画
と
と
も
に
ヒ
ッ
ト
し
た
。
同
じ
曲
で

あ
っ
て
も
二
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
の
差
で
世
の
中
に
残
る

か
、
消
え
る
か
と
い
う
差
が
生
ま
れ
た
。
古
賀
が
カ
バ
ー
と

同
じ
よ
う
に
リ
メ
イ
ク
に
力
を
入
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の

「
合
歓
の
木
陰
」
か
ら
「
新
妻
鏡
」
へ
の
変
化
が
大
き
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

古
賀
は
テ
イ
チ
ク
黄
金
時
代
に
ヒ
ッ
ト
曲
に
恵
ま
れ
過
ぎ

た
た
め
、
そ
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
う
佳
曲
が
少
な
く
な
か
っ

た
。
古
賀
は
そ
う
し
た
佳
曲
を
戦
後
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
リ
メ

イ
ク
し
続
け
た
。
そ
の
象
徴
的
な
の
が
、
テ
イ
チ
ク
の
芸
者

+刑部芳則様（三校）.indd   19+刑部芳則様（三校）.indd   19 2026/03/12   15:57:402026/03/12   15:57:40



作曲家古賀政男の歴史的考察

総合文化研究第 31 巻第 3号（2026.3）― 73（20）―

歌
手
美
ち
奴
の
作
品
で
あ
る
。
昭
和
十
年
十
二
月
二
十
六
日

発
売
の
「
二
人
き
り
な
ら
」
が
同
二
十
八
年
六
月
十
五
日
発

売
の
神
楽
坂
は
ん
子
「
見
な
い
で
頂
戴
お
月
様
」、
同
十
一

年
十
二
月
二
十
五
日
発
売
の
「
櫛
巻
く
ず
し
」
が
同
三
十
一

年
一
月
十
日
発
売
の
美
空
ひ
ば
り
「
怒
涛
の
男
」、
同
十
三

年
二
月
十
日
発
売
の
「
椿
島
田
」
が
同
二
十
九
年
五
月
十
五

日
発
売
の
神
楽
坂
は
ん
子
「
湯
の
町
椿
」
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ヒ
ッ
ト
し
た
。
は
ん
子
は
、
古
賀
が
見
出

し
た
神
楽
坂
の
芸
者
で
、
彼
女
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
古
賀

メ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
同
じ
芸
者
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

美
ち
奴
の
声
質
に
合
致
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
次
の
二
曲
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
十
二
年
八
月
十
日
発
売
の
杉
狂
児
と
美
ち
奴
「
強
く

な
っ
て
ね
」
は
、「
う
ち
の
女
房
に
ゃ
髭
が
あ
る
」
の
二
匹

目
の
泥
鰌
と
も
い
え
る
作
品
で
あ
っ
た
が
、
ヒ
ッ
ト
し
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
古
賀
は
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
十
日
に
神

楽
坂
は
ん
子
と
青
木
光
一
で
「
モ
チ
の
ロ
ン
」
と
し
て
再
発

売
し
た
。
改
題
名
は
「
強
く
な
っ
て
ね
」
の
サ
ビ
の
掛
け
合

い
の
「
モ
チ
の
ロ
ン
」
を
生
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
四

十
五
年
（
一
九
七
〇
）
十
二
月
二
十
五
日
発
売
の
神
楽
坂
は

ん
子
の
ス
テ
レ
オ
Ｌ
Ｐ
盤
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
は
ん
子
で

す
」
で
は
、
古
賀
が
は
ん
子
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
「
モ
チ
の
ロ

ン
」
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
曲
を
好
ん
で
い
た
こ
と
と
、

ヒ
ッ
ト
曲
と
し
て
自
信
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

神
楽
坂
は
ん
子
は
昭
和
三
十
年
に
歌
手
を
引
退
す
る
が
、

そ
れ
と
替
わ
る
よ
う
に
同
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
島
倉
千

代
子
で
あ
る
。
彼
女
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
美
空
ひ
ば
り
に
次
い

で
期
待
の
星
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
年
九
月
五
日
発
売
の
島

倉
千
代
子
「
り
ん
ど
う
峠
」
は
、
昭
和
七
年
七
月
一
日
発
売

の
中
野
忠
晴
「
高
原
の
唄
」
の
リ
メ
イ
ク
で
あ
っ
た
。「
高

原
の
唄
」
は
前
奏
や
間
奏
部
分
に
鳥
の
鳴
き
声
を
入
れ
た
斬

新
な
作
風
で
あ
っ
た
が
、「
り
ん
ど
う
峠
」
で
は
鈴
の
音
に

変
わ
り
、
歌
唱
の
最
後
の
部
分
に
「
ハ
ー
イ
の
ハ
イ
の
ハ
イ
」

と
い
う
掛
け
声
を
入
れ
て
、
当
時
流
行
り
出
し
た
望
郷
歌
謡

の
牧
歌
的
な
要
素
を
強
調
し
て
い
る
。

　

古
賀
の
愛
弟
子
で
あ
る
大
川
栄
策
は
、
昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）
六
月
十
五
日
発
売
の
「
目
ン
無
い
千
鳥
」
の

カ
バ
ー
で
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
の
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で
は
当
た

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
古
賀
は
何
と
か
ヒ
ッ
ト
曲
を
与
え
た

い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
作
品
の
な
か
に
は
リ
メ
イ
ク

の
佳
曲
も
含
ま
れ
て
い
た
。
昭
和
四
十
四
年
七
月
十
五
日
発

売
の
「
筑
後
川
エ
レ
ジ
ー
」
は
、
同
二
十
四
年
十
一
月
一
日

発
売
の
近
江
俊
郎
「
た
そ
が
れ
の
湖
」、
同
五
十
年
（
一
九

七
五
）
五
月
一
日
発
売
の
「
酒
場
え
れ
じ
い
」
は
、
同
三
十

年
三
月
十
五
日
発
売
の
永
田
と
よ
こ
、
中
島
孝
「
旅
の
兄
妹

流
し
」
の
リ
メ
イ
ク
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
哀
調
を
帯
び
た
古

賀
メ
ロ
デ
ィ
の
決
定
版
と
い
え
る
よ
う
な
旋
律
だ
が
、
思
い

通
り
の
結
果
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

同
じ
よ
う
な
旋
律
で
も
五
木
ひ
ろ
し
「
浜
昼
顔
」
は
大

ヒ
ッ
ト
し
た
。
こ
の
楽
曲
は
誕
生
か
ら
約
四
十
年
と
い
う
歳

月
を
費
や
し
て
お
り
、
古
賀
の
リ
メ
イ
ク
に
か
け
る
執
念
の

強
さ
を
表
し
て
い
る
。
昭
和
十
一
年
七
月
七
日
発
売
の
藤
山
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一
郎
「
さ
ら
ば
青
春
」
は
、
テ
イ
チ
ク
黄
金
時
代
の
作
品
だ

が
、「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

こ
で
昭
和
三
十
年
十
二
月
十
日
に
青
木
光
一
「
都
に
花
の
散

る
夜
は
」
と
し
て
リ
メ
イ
ク
し
た
が
、
こ
れ
で
も
光
は
当
た

ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
六
月

十
八
日
に
五
木
ひ
ろ
し
「
浜
昼
顔
」
と
し
て
リ
メ
イ
ク
し
た
。

「
浜
昼
顔
」
は
三
九
万
四
五
〇
枚
と
い
う
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、

同
年
の
『
第
二
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
』
の
五
木
の
出
場

曲
に
選
ば
れ
た
。

　

古
賀
が
売
れ
な
か
っ
た
作
品
に
対
す
る
愛
情
は
、
昭
和
四

十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
一
月
十
日
に
発
売
し
た
作
曲
家
生

活
四
十
五
周
年
の
Ｌ
Ｐ
盤
に
注
が
れ
る
。
こ
の
Ｌ
Ｐ
で
は
、

昭
和
十
二
年
八
月
上
旬
発
売
の
藤
山
一
郎
「
忠
烈
大
和
魂
」

が
大
川
栄
策
「
青
春
よ
永
遠
に
」、
同
十
六
年
（
一
九
四
一
）

十
月
二
十
日
発
売
の
李
香
蘭
「
北
京
の
子
守
唄
」
と
同
二
十

九
年
十
月
二
十
日
発
売
の
織
井
茂
子
「
渚
の
子
守
唄
」
が
森

繁
久
彌
「
友
あ
れ
ば
こ
そ
」、
同
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

五
月
一
日
発
売
の
茜
な
ゝ
こ
「
青
春
劇
場
」
が
美
空
ひ
ば
り

「
も
し
も
こ
の
夜
が
お
芝
居
な
ら
ば
」
と
リ
メ
イ
ク
さ
れ
た
。

ま
た
、
収
録
曲
の
ち
あ
き
な
お
み
「
彼
の
お
気
に
入
り
」
は
、

同
二
十
六
年
三
月
十
五
日
発
売
の
藤
山
一
郎
「
愛
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」
と
同
三
十
九
年
八
月
二
十
日
発
売
の
北
原
謙
二
「
胸

の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
経
て
三
度
目
の
正
直
を
願
っ
て
リ
メ
イ

ク
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
作
成
に
当
た
り
古
賀
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
作
曲
家
森

一
也
に
「
Ｌ
Ｐ
の
タ
イ
ト
ル
は
『
青
春
よ
永
遠
に
』
と
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
。
で
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
似
合
う
曲
を
旧

作
か
ら
選
ん
で
テ
ー
マ
・
ソ
ン
グ
に
し
た
い
の
だ
が
、
世
間

か
ら
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
僕
の
メ
ロ
デ
ィ

で
タ
イ
ト
ル
に
相
応
し
い
曲
と
言
う
と
何
だ
ろ
う
ね
」
と
質

問
し
た
。
森
が
前
述
し
た
藤
山
一
郎
「
忠
烈
大
和
魂
」
を
歌

う
と
、
古
賀
は
「
あ
あ
こ
れ
は
『
忠
烈
大
和
魂
』
だ
ね
。
三

十
年
も
前
の
唄
を
覚
え
て
い
て
く
れ
て
有
難
う
」
と
答
え

た
）
46
（

。

　

こ
う
し
た
リ
メ
イ
ク
に
関
し
て
古
賀
は
、「
僕
の
作
っ
た

曲
は
自
分
の
子
供
の
よ
う
に
可
愛
い
い
。
そ
れ
だ
け
に
せ
っ

か
く
生
ま
れ
た
子
が
世
の
中
へ
出
て
も
認
め
ら
れ
ず
に
埋
も

れ
て
し
ま
う
と
大
変
に
淋
し
い
。
だ
か
ら
、
い
つ
か
チ
ャ
ン

ス
が
あ
っ
た
ら
も
う
一
度
そ
の
曲
を
世
の
中
へ
送
り
出
し
た

い
と
思
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
し
て
も
駄
目
な
ら
運
の
悪
い
子

だ
っ
た
と
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
が
親
の
目
か
ら
見
る
と
出

来
の
良
く
な
い
児
ほ
ど
可
愛
い
い
も
の
で
ね
」
と
語
っ
て
い

る
）
47
（

。

　

古
賀
は
、
と
に
か
く
自
分
の
過
去
の
作
品
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
覚
え
て
い
る
。
そ
し
て
売
れ
な
か
っ
た
「
出
来
の
良
く

な
い
児
」
が
「
運
の
悪
い
子
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
リ
メ
イ

ク
し
た
。
こ
の
作
曲
家
意
識
は
、「
忘
却
こ
そ
創
作
の
泉
」

だ
と
公
言
す
る
古
関
裕
而
と
は
正
反
対
で
あ
る

）
48
（

。
古
賀
は
自

分
の
佳
曲
が
売
れ
な
か
っ
た
の
は
、
他
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
の
間

に
挟
ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
売
り
出
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪

さ
、
大
衆
に
広
が
ら
な
か
っ
た
宣
伝
の
悪
さ
、
な
ど
色
々
な

こ
と
を
想
起
し
た
に
違
い
な
い
。
古
賀
の
リ
メ
イ
ク
に
は
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ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
い
う
自
信
が
表
れ
て
い
た
。

　

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
で
一
般
発
売
さ
れ
た
最
後
の
シ
ン
グ
ル
盤

は
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
七
月
一
日
の
島
倉
千
代

子
「
ひ
ろ
し
ま
の
母
」
で
あ
り
、
同
年
六
月
十
日
の
第
四
回

広
島
平
和
音
楽
祭
で
発
表
さ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て

失
っ
た
子
供
を
想
う
母
の
心
情
を
歌
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も
昭
和
十
一
年
一
月
十
日
発
売
の
木
村
肇
「
風
に
吹
か

れ
て
」
と
い
う
テ
イ
チ
ク
黄
金
時
代
に
書
い
た
リ
メ
イ
ク
作

品
で
あ
っ
た
。
従
来
の
古
賀
の
評
伝
な
ど
で
は
一
切
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
は
リ
メ
イ
ク
に
始
ま
り
、

リ
メ
イ
ク
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
時
代
は

変
わ
っ
て
も
、自
分
の
作
品
の
魅
力
は
不
変
だ
と
い
う
、「
流

行
歌
（
作
曲
家
）
作
り
の
天
才
」
の
思
い
が
表
れ
て
い
る
と

い
え
る
。

お
わ
り
に

　

古
賀
政
男
は
演
歌
の
源
流
で
は
な
く
、
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）

の
源
流
で
あ
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
古
賀
は
後
の
演
歌
に
結

び
つ
く
昭
和
五
年
の
「
影
を
慕
ひ
て
」
を
生
み
出
し
た
が
、

一
方
で
後
の
ポ
ッ
プ
ス
に
結
び
つ
く
同
六
年
の
「
丘
を
越
え

て
」
も
作
曲
し
て
い
た
。
そ
し
て
両
曲
の
中
間
的
な
路
線
で

あ
る
昭
和
十
年
の
「
緑
の
地
平
線
」
を
作
り
出
し
た
点
を
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
三
つ
の
大
河
は
、
そ
の
後
の
昭

和
歌
謡
史
に
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
男
性
歌
手

と
女
性
歌
手
が
掛
け
合
う
昭
和
十
年
の
「
二
人
は
若
い
」
な

ど
デ
ュ
エ
ッ
ト
ソ
ン
グ
や
、
そ
れ
を
作
る
際
に
用
い
た
同
十

一
年
の
「
う
ち
の
女
房
に
ゃ
髭
が
あ
る
」
の
よ
う
な
コ
ミ
カ

ル
な
コ
ミ
ッ
ク
ソ
ン
グ
で
大
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出
し
た
。
さ

ら
に
昭
和
十
年
の
「
大
楠
公
」
や
同
十
二
年
の
「
白
虎
隊
」

な
ど
、
後
に
歌
に
合
せ
て
舞
踊
を
取
り
入
れ
た
舞
踊
歌
謡
の

基
礎
を
作
る
な
ど
、
歌
謡
曲
の
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し

た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
古
賀
を
演
歌
の
源
流
と
捉
え
る
の
は

微
視
的
で
あ
り
、
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
の
源
流
と
巨
視
的
な

視
点
か
ら
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

古
賀
は
希
代
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
見
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
製
造
枚
数
な
ど
を
明
示
し
た
研
究
は
な

か
っ
た
。
本
稿
で
は
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
現
存
す
る
秘
蔵
史

料
で
あ
る
「
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
コ
ピ
ー
」
に
記
入
さ
れ
た

情
報
か
ら
明
ら
か
に
で
き
た
。
こ
の
実
数
を
見
る
と
、
当
時

の
作
曲
家
の
中
で
も
売
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ラ
イ
バ

ル
で
あ
る
江
口
夜
詩
は
ヒ
ッ
ト
曲
が
少
な
く
な
り
、
昭
和
十

五
年
に
は
ポ
リ
ド
ー
ル
へ
移
籍
し
て
い
る
。
江
口
に
替
わ
っ

て
そ
れ
ま
で
ヒ
ッ
ト
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
古
関
裕
而
と
服
部

良
一
が
台
頭
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
立

場
に
変
化
が
生
じ
て
も
、
古
賀
が
ス
ラ
ン
プ
に
陥
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

む
し
ろ
古
賀
は
昭
和
十
年
代
に
作
曲
家
人
生
と
し
て
黄
金

時
代
を
迎
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
彼
が
積
極
的
に
楽
曲
を
提

供
し
た
映
画
と
の
関
係
が
大
き
か
っ
た
。
古
賀
は
大
衆
娯
楽

の
王
様
で
あ
る
映
画
と
、
流
行
歌
を
結
び
付
け
て
、
ヒ
ッ
ト

さ
せ
る
こ
と
を
考
え
た
。
昭
和
十
一
年
の
『
東
京
ラ
プ
ソ
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デ
ィ
』
と
「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」「
東
京
娘
」、『
魂
』
と
「
男

の
純
情
」「
愛
の
小
窓
」
は
、
映
画
と
主
題
歌
が
と
も
に
ヒ
ッ

ト
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
除
く
と
両
方
と
も
が
ヒ
ッ
ト
す

る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
れ
を
連
続
的
に
成
し
遂
げ
た
の

は
、
作
曲
家
万
城
目
正
で
あ
っ
た
。
彼
が
作
曲
し
た
昭
和
十

三
年
の
『
愛
染
か
つ
ら
』
の
主
題
歌
「
旅
の
夜
風
」
か
ら
、

映
画
と
主
題
歌
が
と
も
に
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
る
。
古
賀

は
こ
の
流
れ
に
乗
っ
て
昭
和
十
五
年
の
『
春
よ
い
づ
こ
』『
新

妻
鏡
』『
蛇
姫
様
』
に
よ
っ
て
映
画
と
主
題
歌
を
と
も
に
ヒ
ッ

ト
さ
せ
て
い
る
。
万
城
目
に
引
け
を
取
ら
な
い
活
躍
ぶ
り
を

見
せ
た
。

　

こ
う
し
た
黄
金
時
代
に
は
自
身
の
作
品
が
あ
ま
り
に
も

ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
曲
の
影
に
隠
れ
て
ヒ
ッ
ト

し
な
か
っ
た
曲
も
出
て
き
た
。
古
賀
は
気
に
入
っ
た
作
品
で

ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
も
の
を
、
カ
バ
ー
や
リ
メ
イ
ク
と
い
う

手
段
で
再
発
売
し
た
。
カ
バ
ー
曲
の
最
初
は
昭
和
五
年
の

「
日
本
橋
か
ら
」
と
「
影
を
慕
ひ
て
」、
リ
メ
イ
ク
曲
も
同
年

の
「
文
の
か
ほ
り
」
と
「
娘
ご
こ
ろ
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
昭
和
七
年
に
「
影
を
慕
ひ
て
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
た

め
、
古
賀
は
カ
バ
ー
や
リ
メ
イ
ク
に
手
ご
た
え
を
感
じ
た
と

思
わ
れ
る
。
リ
メ
イ
ク
で
も
昭
和
十
五
年
の
「
新
妻
鏡
」
や

同
四
十
九
年
の
「
浜
昼
顔
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
。
ヒ
ッ
ト
曲
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ヒ
ッ
ト

し
な
か
っ
た
曲
を
カ
バ
ー
や
リ
メ
イ
ク
で
売
り
出
そ
う
と
い

う
手
段
は
珍
し
い
。
こ
の
カ
バ
ー
や
リ
メ
イ
ク
の
流
れ
を
昭

和
歌
謡
史
で
作
り
出
し
た
の
も
古
賀
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

註（
1
） 

小
泉
文
夫
『
歌
謡
曲
の
構
造
』
冬
樹
社
、
一
九
八
四
年
。

（
2
） 

田
辺
明
雄
「
古
賀
政
男
論
」（『
季
刊
芸
術
』
一
二
│
四
、
一
九
七
八

年
一
〇
月
）、
石
出
法
太
「
古
賀
政
男
│
「
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
と

民
衆
」（『
歴
史
地
理
教
育
』
五
七
六
、
一
九
九
八
年
三
月
）、
菊
池

清
麿
「
近
代
日
本
と
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
心
情
」（『
メ
デ
ィ
ア
史
研

究
』
一
六
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）、
同
上
『
評
伝
古
賀
政
男
│
青
春

よ
永
遠
に
│
』
ア
テ
ネ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
七
月
、
漆
山
賢
明
「
古

賀
政
男
我
が
心
の
歌
│
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
綴
る
そ
の
音
楽
人
生
│
」

（『
温
故
叢
誌
』
二
〇
一
五
年
十
一
月
）。

（
3
） 

古
川
隆
久
「
流
行
歌
と
映
画
」（
戸
ノ
下
達
也
・
長
木
誠
司
編
『
総

力
戦
と
音
楽
文
化
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
4
） 

古
賀
政
男
の
カ
バ
ー
や
リ
メ
イ
ク
作
品
に
つ
い
て
は
、『
オ
リ
ジ
ナ

ル
版　

古
賀
政
男
大
全
集
』（
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ク
ラ

ブ
、
一
九
八
八
年
）、『
影
を
慕
い
て　

古
賀
政
男
大
全
集
』（
日
本

コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
、
一
九
九
〇
年
）、『
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
誕
生
七

〇
年
記
念　

古
賀
政
男
大
全
集
│
二
十
世
紀
の
遺
産
│
』（
日
本
コ

ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
、
一
九
九
八
年
）、『
古
賀
政
男　

黄
金
時
代
の

集
大
成
│
Ｓ
Ｐ
盤
復
刻
│
』（
株
式
会
社
テ
イ
チ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
、
二
〇
〇
四
年
）
の
別
冊
解
説
書
で
、
個
別
解
説
で
触
れ
て

い
る
曲
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
な
い
も
の
も
含
め
て
ま
と
め
た
解
説

は
、
筆
者
が
監
修
・
解
説
・
選
曲
を
行
っ
た
『
古
賀
政
男
リ
メ
イ
ク

作
品
集
』（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
、
二
〇
二
四
年
）
だ
け
で

あ
る
。
だ
が
、
本
稿
で
は
『
古
賀
政
男
リ
メ
イ
ク
作
品
集
』
に
含
ま
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れ
な
か
っ
た
現
状
で
確
認
で
き
る
全
リ
メ
イ
ク
作
品
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
ま
た
カ
バ
ー
曲
の
シ
ン
グ
ル
盤
に
つ
い
て
ま
と
め
て
分
析
し

た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
。

（
5
） 
古
賀
政
男
『
我
が
心
の
歌
』
展
望
社
、
一
九
六
五
年
、
一
一
一
頁
。

（
6
） 
古
関
裕
而
、
藤
山
一
郎
「
放
送
音
楽
よ
も
や
ま
」（『
放
送
文
化
』
一

九
六
五
年
十
一
月
）、
同
右
、
一
一
一
頁
〜
一
一
二
頁
。

（
7
） 

同
右
、
一
一
四
頁
。

（
8
） 

古
賀
政
男
『
歌
は
わ
が
友
わ
が
心
』
潮
出
版
社
、
一
九
七
七
年
、
一

一
〇
頁
。

（
9
） 

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
誕
生
七
〇
年
記
念
『
古
賀
政
男
大
全
集
│
二
十
世
紀

の
遺
産
│
』
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
七

頁
。

（
10
） 

「
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
コ
ピ
ー
」
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
所
蔵
。

（
11
） 

前
掲
『
我
が
心
の
歌
』
一
二
九
頁
。

（
12
） 

服
部
良
一
『
ぼ
く
の
音
楽
人
生
』
日
本
文
芸
社
、
一
九
九
三
年
、
八

四
〜
八
五
頁
、

（
13
） 

『
コ
ロ
ム
ビ
ア
ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
三
三
年
二
月
、

古
賀
政
男
『
歌
は
わ
が
友
わ
が
心
』
潮
出
版
社
、
一
九
七
七
年
、
一

一
〇
頁
。

（
14
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
大
瀧
詠
一
も

指
摘
し
て
い
る
（『
大
瀧
詠
一
の
日
本
ポ
ッ
プ
ス
伝
│
第
三
夜
『
古

賀
政
男
研
究
』
│
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ

－

Ｆ
Ｍ
、一
九
九
五
年
八
月
九
日
放
送
）。

（
15
） 

江
口
浩
司
「
私
と
父
」（『
日
本
音
楽
著
作
家
組
合
会
報
』
一
〇
四
、

一
九
七
九
年
三
月
）、
江
口
直
哉
『
江
口
夜
詩
│
昭
和
歌
謡
の
礎
を

築
い
た
作
曲
人
生
│
』
つ
む
ぎ
書
房
、
二
〇
二
三
年
、
二
一
七
頁
〜

二
一
八
頁
。

（
16
） 

前
掲
『
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
誕
生
七
〇
年
記
念　

古
賀
政
男
大
全
集
』
二

二
二
〜
二
二
三
頁
の
年
譜
参
照
。

（
17
） 

前
掲
『
我
が
心
の
歌
』
一
四
〇
〜
一
四
二
頁
。

（
18
） 

古
賀
作
品
の
中
間
的
な
存
在
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
大
瀧
詠
一
も
重
視
し
て
い
る
（
前
掲
『
大
瀧
詠
一
の
日
本

ポ
ッ
プ
ス
伝
│
第
三
夜
『
古
賀
政
男
研
究
』
│
』）。

（
19
） 

「
緑
の
地
平
線
」
歌
詞
カ
ー
ド
（
筆
者
所
蔵
）、
福
田
俊
二
編
『
懐
か

し
の
流
行
歌
集
・
戦
前
戦
中
Ⅰ
』
柘
植
書
房
、
一
九
九
五
年
、
四
六

〇
頁
。

（
20
） 

「
売
上
実
数
ヨ
リ
見
タ
ル
流
行
歌
「
レ
コ
ー
ド
」
ノ
変
遷
」（『
Ｓ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
』
三
五
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）。

（
21
） 

前
掲
『
我
が
心
の
歌
』
一
四
九
頁
〜
一
五
一
頁
。

（
22
） 

前
掲
『
古
賀
政
男　

黄
金
時
代
の
集
大
成
│
Ｓ
Ｐ
盤
復
刻
│
』
二
〇

二
頁
〜
二
〇
三
頁
。

（
23
） 

島
田
磬
也
『
裏
町
人
生
』
創
林
社
、
一
九
七
八
年
、
二
〇
二
頁
。

（
24
） 

拙
稿
「
戦
時
下
の
安
ら
ぎ
と
慰
め
」（『
東
京
新
聞
』
二
〇
二
三
年
八

月
十
四
日
）、
拙
著
『
昭
和
歌
謡
史
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
四
年
、

参
照
。

（
25
） 

拙
著
『
古
関
裕
而
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
九
年
、
拙
稿
「
古
関
裕
而

の
短
調
と
長
調
の
戦
時
歌
謡
」（『
月
刊
Ｗ
ｉ
Ｌ
Ｌ
』
二
〇
二
五
年
九

月
号
）
参
照
。

（
26
） 

森
正
人
「
一
九
三
五
年
の
楠
木
正
成
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
出
来
事

│
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ー
カ
ル
・
資
本
│
」（『
人
文
論
叢　

三
重
大
学

人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
』
二
五
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
参
照
。

（
27
） 
『
特
別
展　

昭
和
歌
謡
は
杉
並
か
ら
生
ま
れ
た　

テ
イ
チ
ク
東
京
吹

込
所
物
語
』
杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
、
二
〇
二
五
年
、
参
照
）。

（
28
） 

週
刊
朝
日
編
『
値
段
の
明
治
大
正
昭
和
風
俗
史
』
朝
日
新
聞
社
、
一

九
八
一
年
、
一
六
五
頁
。
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（
29
） 

『
日
蓄
ニ
ュ
ー
ズ
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
三
〇
年
四
月
〜
『
コ
ロ

ム
ビ
ア
・
ニ
ュ
ー
ス
』
第
七
巻
第
四
号
、
一
九
三
六
年
九
月
の
広
告
。

（
30
） 

拙
稿
「
東
京
音
頭
の
創
出
と
影
響
│
音
頭
の
メ
デ
ィ
ア
効
果
│
」

（『
商
学
研
究
』
三
一
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
参
照
。

（
31
） 
『
読
売
新
聞
』
一
九
三
三
年
八
月
十
九
日
、
夕
刊
、
九
月
二
十
七
日
、

夕
刊
。

（
32
） 

同
右
、
一
九
三
三
年
七
月
六
日
、
朝
刊
。

（
33
） 

茂
木
大
輔
『
誰
か
故
郷
を
・
・
・
・
・
素
顔
の
古
賀
政
男
』
講
談
社
、

一
九
七
九
年
、
一
五
三
頁
。

（
34
） 

前
掲
『
我
が
心
の
歌
』
一
四
七
頁
。

（
35
） 

拙
著
『
昭
和
歌
謡
史
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
四
年
、
二
六
九
〜
二
七

三
頁
参
照
。

（
36
） 

前
掲
『
我
が
心
の
歌
』
一
五
五
〜
一
五
六
頁
。

（
37
） 

霧
島
昇
と
杉
浦
幸
雄
の
対
談
（『
花
も
嵐
も
ふ
み
越
え
て
』
日
本
コ

ロ
ム
ビ
ア
、
一
九
七
九
年
、
収
録
）。

（
38
） 

水
町
青
磁
「
邦
画
界
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
七
〇
二
号
、
一
九
四
〇
年

一
月
）。

（
39
） 

水
町
青
磁
「
昭
和
十
五
年
度
各
社
業
績
検
討
」（『
映
画
旬
報
』
一
九

四
一
年
一
月
二
十
一
日
号
）。

（
40
） 

「
新
妻
模
様
」
と
「
紅
い
睡
蓮
」
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
か
ら
四

十
九
年
三
月
ま
で
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
現
・
テ
レ
ビ
東
京
）
で
放

送
さ
れ
た
『
な
つ
か
し
の
歌
声
』
で
も
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。
両

曲
は
、
永
来
重
明
著
、
三
枝
孝
栄
編
『
な
つ
か
し
の
歌
声
』（
日
本

音
楽
出
版
、
一
九
七
一
年
改
訂
版
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
新

妻
模
様
」
は
「
旅
の
夜
風
」
や
「
純
情
二
重
奏
」
の
影
に
隠
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
と
、「
紅
い
睡
蓮
」
は
戦
後
に
李
香
蘭
（
山
口
淑
子
）

が
歌
唱
し
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。『
な
つ
か
し
の

歌
声
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
『
な
つ
か
し
の

歌
声
』
の
魅
力
│
『
昭
和
歌
謡
史
』（
中
公
新
書
）
に
寄
せ
て
│
」

（『
砧
通
信
』
五
四
、
二
〇
二
五
年
十
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
41
） 

前
掲
『
我
が
心
の
歌
』
一
九
四
頁
。

（
42
） 

前
掲
『
我
が
心
の
歌
』
一
〇
六
頁
。

（
43
） 

前
掲
『
歌
は
わ
が
友
わ
が
心
』
一
一
二
頁
。

（
44
） 

石
本
美
由
起
「
音
楽
と
人
生
」（『
久
留
米
大
学
法
学
』
一
五
、
一
九

九
二
年
一
二
月
）。

（
45
） 

「
あ
の
こ
ろ
番
付
ひ
ば
り
『
柔
』
は
一
九
〇
万
枚
」（『
日
経
プ
ラ
ス

ワ
ン
』
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
十
四
日
）。

（
46
）〜（
47
）　
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
古
賀
政
男
大
全
集
』
一
九
八
八
年
、一
三
頁
。

（
48
） 

『
読
売
新
聞
』
一
九
七
八
年
十
月
十
八
日
、
夕
刊
。

〔
付
記
〕本

稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
筆
者
が
監
修
・
選
曲
・
解
説
を
行
っ

た
『
古
賀
政
男
リ
メ
イ
ク
作
品
集
』
の
Ｃ
Ｄ
制
作
で
拝
見
し
た
日
本

コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
で
所
蔵
す
る
「
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
コ

ピ
ー
」、
筆
者
が
監
修
を
行
っ
た
杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
「
昭
和
歌
謡
は
杉
並
か
ら
生
ま
れ
た　

テ
イ
チ
ク
東
京
吹
込
所

物
語
」（
二
〇
二
五
年
十
月
二
十
五
日
〜
十
二
月
七
日
）
に
際
し
て

拝
見
し
た
テ
イ
チ
ク
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
所
蔵
す
る
「
吹
込

報
告
書
」
を
、
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ど
ち
ら
も
一
般
公
開
さ

れ
て
い
な
い
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
の

衛
藤
邦
夫
氏
、
斉
藤
徹
氏
、
冬
木
真
吾
氏
、
テ
イ
チ
ク
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
の
倉
橋
賢
治
氏
、
檜
山
直
樹
氏
に
は
、
こ
の
場
を
か
り

て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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Abstract
T

his paper exam
ines how

 the com
poser K

oga M
asao 

laid the foundation for a w
ide variety of genres that 

could be called the “origin of Japan popular m
usic. ” It 

also how
 K

oga ’s m
ass production of film

 them
e songs 

and insert songs accelerated the production of hit 
songs and express how

, he, unlike other com
posers, 

focused on cover songs and rem
akes. Finally, this 

paper reveals new
ly discovered historical facts that 

have been overlooked in previous studies of K
oga 

M
asao.
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表 1　古賀政男作品の発売枚数一覧
レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名 発売枚数

26275-A 乙女心 昭和 6年 3月 25 日
昭和 6年 5月 20 日

鹿山鶯村 関種子
16,686 枚

26276-B チャッカリしてるわ
ね 昭和 6年 3月 25 日 西岡水朗 天野喜久代

26325-A キヤムプ小唄 昭和 6年 4月上旬
昭和 6年 6月 20 日

島田芳文 藤山一郎
〔2000 枚〕

26326-B 月の浜辺 昭和 6年 4月上旬 島田芳文 河原喜久恵
26373-A 博多小夜曲 昭和 6年 4月 27 日

昭和 6年 7月 20 日
西岡水朗 関種子

〔1300 枚〕
26373-B 博多小夜曲 昭和 6年 4月下旬 西岡水朗 朝居丸子
26486-A 酒は涙か溜息か 昭和 6年 8月下旬

昭和 6年 9月 20 日
高橋掬太郎 藤山一郎

239,376 枚
26486-B 私此頃憂鬱よ 昭和 6年 7月 20 日 高橋掬太郎 淡谷のり子

26530-B 「青春図界の唄（貞子の唄） 昭和 6年 7月 30 日 昭和 6年 8月 5日 菊池寛 関種子 〔1500 枚〕

26624-A 丘を越えて 昭和 6年 10 月 12 日
昭和 6年 11 月 20 日

島田芳文 藤山一郎
（170,000 枚）

26624-B 窓に凭れて 昭和 6年 10 月 12 日 島田芳文 淡谷のり子
26819-A 鳩笛を吹く女の唄 昭和 7年 2月 8日

昭和 7年 2月 17 日
佐藤惣之助 井上静雄

37,683 枚
26819-B 風も吹きよで 昭和 7年 2月 8日 西岡水朗 丸山和歌子
26748-A 日本橋から 昭和 7年 1月 15 日

昭和 7年 2月 20 日
浜田廣介 関種子

107,401 枚
26748-B 影を慕ひて 昭和 7年 1月 15 日 古賀政男 藤山一郎
26828-A あけみの歌 昭和 7年 2月 15 日

昭和 7年 3月 20 日
原阿佐緒 関種子

23,162 枚
26828-B 佳人よ何処へ 昭和 7年 3月 2日 原阿佐緒 淡谷のり子
26830-B 肉弾三勇士の歌 昭和 7年 3月 17 日 昭和 7年 3月 25 日 渡部栄伍 江文也 46,964 枚
26875-A 夜霧の港 昭和 7年 4月 14 日

昭和 7年 4月 25 日
時雨音羽 中野忠晴

50,846 枚
26875-B さらば上海 昭和 7年 4月 14 日 時雨音羽 丸山和歌子
27221-A 恋ごころ 昭和 7年 11 月 18 日

昭和 7年 12 月 15 日
西條八十 長谷川一郎

44,883 枚
27221-B 去りゆく影 昭和 7年 11 月 28 日 西條八十 関種子
27245-A 歓喜の歌 昭和 7年 12 月 19 日

昭和 8年 1月 20 日
西岡水朗 中野忠晴

43,895 枚
27245-B 春ぢゃもの 昭和 7年 12 月 1日 西岡水朗 丸山和歌子

27359-A 「お蝶夫人」の唄 昭和 8年 3月 7日 昭和 8年 3月 20 日 西條八十 ミス・コロ
ムビア 9,511 枚

27404-A ほんとにそうなら 昭和 8年 3月 14 日
昭和 8年 5月 20 日

久保田宵二 赤坂小梅
115,892 枚

27404-B 旅がらす 昭和 8年 2月 27 日 久保田宵二 中野忠晴
27446-A はてなき旅 昭和 8年 6月 9日

昭和 8年 9月 20 日
西條八十 松平晃

38,486 枚
27446-B 気まぐれ涙 昭和 8年 6月 9日 西條八十 ミス・コロ

ムビア

50055B 二人は若い 昭和 10 年 6月 22 日 昭和 10 年 6月末 玉川映二
星 玲 子、
ディック・
ミネ

（211,972 枚）

50338A 東京ラプソディ 昭和 11 年 5月 31 日
昭和 11 月 6月 15 日

門田ゆたか 藤山一郎
（161,558 枚）

50338B 東京娘 昭和 11 年 5月 31 日 佐藤惣之助 藤山一郎
50490A 男の純情 昭和 11 年 8月 6日

昭和 11 年 8月 25 日
佐藤惣之助 藤山一郎

（101,741 枚）
50490B 愛の小窓 昭和 11 年 8月 7日 佐藤惣之助 ディック・ミネ
50581A 女の階級 昭和 11 年 9月 30 日

昭和 11 年 10 月 20 日
村瀬まゆみ 楠木繁夫

（120,467 枚）
50581B 回想譜 昭和 11 年 10 月 3日 今城靖児 藤山一郎
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レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名 発売枚数

1165A うちの女房にゃ髭が
ある 昭和 11 年 12 月 4日

昭和 11 年 12 月 17 日
星野貞志 杉狂児、美

ち奴 （496,988 枚）
1165B あゝそれなのに 昭和 11 年 12 月 4日 星野貞志 美ち奴
1280A 青い背広で 昭和 12 年 1月 30 日

昭和 12 年 2月 10 日
佐藤惣之助 藤山一郎

（134,438 枚）
1280B 青春日記 昭和 12 年 1月 30 日 佐藤惣之助 藤山一郎
1780A 軍国の母 昭和 12 年 8月 7日

昭和 12 年 9月 15 日
島田磬也 美ち奴

（118,948 枚）
1780B 動員令 昭和 12 年 7月 20 日 島田磬也 楠木繁夫

30123-A 誰も知らない 昭和 13 年 11 月 12 日
昭和 14 年 1月 20 日

サトウハチ
ロー

ミス・コロ
ムビア

23,512 枚
30123-B あの日あの頃 昭和 13 年 11 月 12 日 サトウハチ

ロー 松平晃

30508-A 新妻模様 昭和 14 年 12 月 6日
昭和 14 年 12 月 20 日

久保田宵二 霧島昇、松原操
50,061 枚

30508-B 波を越えて 昭和 14 年 12 月 6日 サトウハチ
ロー 伊藤久男

100025-A りぼんむすめ 昭和 15 年 3月 8日
昭和 15 年 5月 20 日

西條八十 渡辺はま子
15,974 枚

100025-B 花ある人生 昭和 15 年 3月 8日 高橋掬太郎 霧島昇
100075-A ネクタイ屋の娘 昭和 15 年 6月 8日

昭和 15 年 7月 1日
西條八十 ロッパ

10,864 枚
100075-B 柄じゃないけど 昭和 15 年 6月 4日 サトウハチ

ロー
ロッパ、渡
辺はま子

100096-A 秋はさみしい 昭和 15 年 6月 28 日
昭和 15 年 9月 20 日

西條八十 糸井しだれ
5,304 枚

100096-B おもひ出の都 昭和 15 年 7月 2日 西條八十 糸井しだれ
100110-A 男は泣かず 昭和 15 年 7月 24 日

昭和 15 年 10 月 20 日
野村俊夫 荒貞夫

6,970 枚
100110-B 乙女でも 昭和 15 年 5月 31 日 藤浦洸 二葉あき子
100188-B 葵の唄 昭和 15 年 12 月 17 日 昭和 16 年 1月 20 日 藤浦洸 二葉あき子 20,151 枚
100229-B 春は朗らか 昭和 16 年 1月 23 日 昭和 16 年 4月 20 日 藤浦洸 志村道夫 1,403 枚

100264-A 北白川宮能久親王殿下御事蹟奉讃歌 昭和 16 年 3月 31 日
昭和 16 年 6月 20 日

矢野峰人 伊藤久男、
二葉あき子

1,274 枚
100264-B 蓬莱木遣り音頭 昭和 16 年 4月 2日 佐藤惣之助 菊池章子、高倉敏
100379-A 海の豪族 昭和 16 年 9月 16 日 昭和 16 年 11 月 20 日 佐藤惣之助 伊藤久男 10,826 枚
100428-A 総進軍の鐘は鳴る 昭和 16 年 12 月 18 日

昭和 17 年 2月 20 日
西條八十 伊藤武雄

4,487 枚
100428-B 打倒米英 昭和 16 年 12 月 19 日 西條八十 霧島昇、奈

良光枝

100455-A 陥したぞシンガポール 昭和 17 年 2月 9日 昭和 17 年 4月 20 日 西條八十 霧島昇 7,818 枚

100620-A スキーの唄 昭和 16 年 9月 11 日 昭和 17 年 12 月 30 日 島田芳文 霧島昇 2,687 枚
100637-A 花白蘭 昭和 17 年 10 月 26 日 昭和 18 年 1月 20 日 西條八十 渡辺はま子 6,689 枚

100777-A 奉公防空群の歌 昭和 18 年 7月 13 日 昭和 18 年 10 月 20 日 山口光一 霧島昇、渡
辺はま子 〔5,000 枚〕

「レーベルコピー」（日本コロムビア株式会社所蔵）、「売上實数ヨリ見タル流行歌「レコード」ノ變遷」（『SPレコー
ド』35、1999 年 12 月）から作成。〔　〕は初版制造、（　）は内務省の統計枚数を示す。

+刑部芳則様（三校）.indd   28+刑部芳則様（三校）.indd   28 2026/03/12   15:57:412026/03/12   15:57:41



作曲家古賀政男の歴史的考察

総合文化研究第 31 巻第 3号（2026.3） ― 64（29）―

表 2　古賀政男の映画主題歌・挿入歌一覧
レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名 映画題名

26486-A 酒は涙か溜息か 昭和 6年 8月下旬 昭和 6年 9月 20 日 高橋掬太郎 藤山一郎 松竹映画『想い出多き女』
主題歌

26530-B 青春図絵の唄（貞子の
唄） 昭和 6年 6月 2日 昭和 6年 8月 5日 菊池寛 関種子 松竹映画『青春図絵』主題

歌

26624-A 丘を越えて 昭和 6年 10 月 12 日 昭和 6年 11 月 20 日 島田芳文 藤山一郎 松竹映画『人生の処女航
海』主題歌

26624-B 窓に凭れて 昭和 6年 10 月 12 日 島田芳文 淡谷のり子 新興キネマ『姉』主題歌

26671-A スキーの唄 昭和 6年 10 月 29 日 昭和 6年 12 月 15 日 島田芳文 藤山一郎 新興キネマ『スキーの唄』
主題歌

26697-A 町子姉妹の唄 昭和 6年 11 月 21 日 昭和 7年 1月 10 日 菊池寛 河原喜久恵 松竹映画『勝敗』主題歌

26819-A 鳩笛を吹く女の唄 昭和 7年 2月 8日 昭和 7年 2月 17 日 佐藤惣之助 井上静雄 日活映画『鳩笛を吹く女』
主題歌

26736-A 金色夜叉（お宮の唄） 昭和 6年 12 月 26 日 昭和 7年 2月 20 日 佐藤惣之助 関種子 松竹映画『金色夜叉』主題
歌

26828-A あけみの唄 昭和 7年 2月 15 日 昭和 7年 3月 20 日 原阿佐緒 関種子 大衆文芸映画『佳人よ何処
へ』主題歌26828-B 佳人よ何処へ 昭和 7年 3月 15 日 昭和 7年 3月 20 日 原阿佐緒 淡谷のり子

26875-A 夜霧の港 昭和 7年 4月 14 日 昭和 7年 4月 25 日 時雨音羽 中野忠晴 日活映画『上海』主題歌
26875-B さらば上海 昭和 7年 4月 14 日 時雨音羽 関種子 日活映画『上海』挿入歌
27023-A 情人の唄 昭和 7年 6月 16 日 昭和 7年 8月 20 日 大木惇夫 横山良三 松竹映画『情人』主題歌
27069-A 不如帰 昭和 7年 7月 18 日 昭和 7年 8月 15 日 佐藤惣之助 淡谷のり子 松竹映画『不如帰』主題歌27069-B 武雄の唄 昭和 7年 7月 18 日 佐藤惣之助 中野忠晴

27111-A 花の東京 昭和 7年 8月 30 日 昭和 7年 9月 15 日 時雨音羽 中野忠晴、淡谷の
り子

日活映画『花の東京』主題
歌

27222-A 嵐の鳥 昭和 7年 11 月 28 日 昭和 7年 12 月 5日 西條八十 関種子 松竹映画『暴風帯』主題歌27222-B 街の狐児（民坊の唄） 昭和 7年 11 月 25 日 西條八十 丸山和歌子

27297-A 強くなってね 昭和 8年 1月 13 日
昭和 8年 2月 20 日

西條八十 渡辺光子 松竹映画『強くなってね』
主題歌

27297-B 初恋の唄 昭和 8年 1月 13 日 西條八十 関種子 松竹映画『初恋は忘れま
じ』主題歌

27507-B 処女よさらば 昭和 8年 6月 25 日 昭和 8年 7月 10 日 西條八十 関種子 松竹『嫁入り前』
15092A 愛の子守唄 昭和 9年 12 月 21 日 昭和 10 年 1月 10 日 高橋掬太郎 松村久男 松竹蒲田特作川田芳子隠退

記念映画『母の愛』主題歌15092B 母よ何処 昭和 9年 12 月 25 日 高橋掬太郎 松島詩子
15093A 白い椿の唄 昭和 9年 12 月 25 日 昭和 10 年 1月末 佐藤惣之助 楠木繁夫 入江プロ特作映画『貞操問

答』主題歌15093B 思い出の雪 昭和 9年 12 月 25 日 佐藤惣之助 松島詩子

50001A 泪の二筋道 昭和 10 年 3月 12 日 昭和 10 年 5月 佐野みつる 小ゆき 千恵蔵プロ『京洛浅春譜』
主題歌

50033A 恋は荷物と同じよ 昭和 10 年 4月 24 日 昭和 10 年 5月 15 日 瀬川与志 川畑文子、ディッ
ク・ミネ

日活映画『うら街の交響
楽』主題歌

50055B 二人は若い 昭和 10 年 6月 22 日 昭和 10 年 6月末 玉川映二 星玲子、ディッ
ク・ミネ

日活映画『のぞかれた花
嫁』主題歌

50088A 波止場がらす 昭和 10 年 7月 29 日 昭和 10 年 8月 10 日 佐藤惣之助 ディック・ミネ 日活オールトーキー『男の
まごころ』主題歌50088B 男のまごころ 昭和 10 年 7月 27 日 佐藤惣之助 楠木繁夫

50089A さむらい鴉 昭和 10 年 8月 10 日 昭和 10 年 8月 10 日 児井英男 楠木繁夫 太秦発声『さむらい鴉』主
題歌

50104A 夕べ仄かに 昭和 10 年 9月 9日 昭和 10年 10月 15 日 島田芳文 ディック・ミネ 日活オールトーキー『緑の
地平線』主題歌

50112A 緑の地平線 昭和 10 年 9月 26 日
昭和 10 年 10 月上旬

佐藤惣之助 楠木繁夫 日活オールトーキー『緑の
地平線』主題歌50112B ゆかりの唄 昭和 10 年 9月 26 日 佐藤惣之助 ディック・ミネ、（台詞）星玲子

50179A 酒の中から 昭和 10年 11月 25 日 昭和 10年 12月 26 日 玉川映二 有島通男 日活映画『ジャズの街か
ど』主題歌50179B 二人きりなら 昭和 10 年 12 月 2日 島田磬也 美ち奴

50180A 純情一座の唄 昭和 10年 12月 19 日 昭和 11 年 1月初頭 玉川映二 千早淑子 日活オールトーキー『純情
一座』主題歌50180B 風に吹かれて 昭和 10年 12月 19 日 玉川映二 木村肇

50217A 白衣の佳人 昭和 11 年 1月 30 日 昭和 11 年 2月 11 日 佐藤惣之助 ディック・ミネ 入江プロ映画『白衣の佳
人』主題歌50217B 泪の春 昭和 11 年 1月 30 日 佐藤惣之助 千早淑子

50243A 啄木の歌 昭和 11 年 2月 16 日 昭和 11 年 3月 15 日 島田磬也 楠木繁夫 日活オールトーキー『情熱
の詩人啄木』主題歌50243B 春まだ浅く 昭和 11 年 2月 20 日 石川啄木 有島通男

50273A 花見音頭 昭和 11 年 3月 6日 昭和 11 年 4月 15 日 島田磬也 美ち奴、杵淵一朗 日活映画『細君三日天下』
主題歌50273B 細君三日天下 昭和 11 年 3月 9日 島田磬也 杉狂児、美ち奴
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レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名 映画題名

50275A 拾った貞操 昭和 11 年 3月 17 日 昭和 11 月 4月 15 日 黒沼健 江川宇礼雄 日活映画『拾った貞操』主
題歌50275B 若い母の唄 昭和 11 年 3月 17 日 佐藤惣之助 千早淑子

50338A 東京ラプソディ 昭和 11 年 5月 31 日 昭和 11 月 6月 15 日 門田ゆたか 藤山一郎 PCL 映画『東京ラプソ
ディ』主題歌50338B 東京娘 昭和 11 年 5月 31 日 佐藤惣之助 藤山一郎

50373A 慈悲心鳥 昭和 11 年 6月中旬 昭和 11 年 7月 7日 佐藤惣之助 楠木繁夫 日活映画『慈悲心鳥』主題
歌50373B さらば青春 昭和 11 年 6月中旬 佐藤惣之助 藤山一郎

50488A 風流深川唄 昭和 11 年 7月 25 日 昭和 11 年 8月 10 日 正岡容 小林重四郎 日活映画『風流深川唄』主
題歌50488B 深川祭り 昭和 11 年 7月 18 日 正岡容 美ち奴

50490A 男の純情 昭和 11 年 8月 6日 昭和 11 年 8月 25 日 佐藤惣之助 藤山一郎 日活映画『魂』主題歌50490B 愛の小窓 昭和 11 年 8月 7日 佐藤惣之助 ディック・ミネ
50491A 大洋の寵児 昭和 11 年 8月 7日 昭和 11 年 8月 25 日 佐藤惣之助 藤山一郎 PCL映画『大洋の寵児』

主題歌50491B 旅の鴎 昭和 11 年 8月 7日 佐藤惣之助 藤山一郎
50538A 護れ国境 昭和 11 年 9月 1日 昭和 11 年 9月 20 日 佐藤惣之助 楠木繁夫 日活映画『国防全線八千

粁』主題歌50538B 満洲ぶし 昭和 11 年 8月 31 日 佐藤惣之助 美ち奴

50539A 街を歩けば 昭和 11 年 9月 2日 昭和 11 年 9月 20 日 玉川映二 小林重四郎、星玲
子 日活映画『僕の東京地図』

主題歌50539B 東京双六 昭和 11 年 9月 4日 玉川映二 美ち奴
50581A 女の階級 昭和 11 年 9月 30 日 昭和 11年 10月 20 日 村瀬まゆみ 楠木繁夫 日活映画『女の階級』主題

歌50581B 回想譜 昭和 11 年 10 月 3日 今城靖児 藤山一郎
50587A 『あなた』『なんだい』昭和 11年 10月 15 日

昭和 11 年 11 月 1日
杉狂児 杉狂児、市川春代 日活・PCL・テイチク合同

作品、日活音楽映画『から
くり歌劇』主題歌50587B 恋とはこんなものかし

ら 昭和 11年 10月 15 日 島田磬也 ディック・ミネ

50588A 恋のネオン 昭和 11年 10月 17 日
昭和 11 年 11 月 1日

大谷俊夫 藤山一郎 日活・PCL・テイチク合同
作品、日活音楽映画『から
くり歌劇』主題歌50588B 女給哀歌 昭和 11年 10月 17 日 島田磬也 神田千鶴子

1000A 青春の謝肉祭 昭和 11年 10月 17 日 昭和 11年 11月 15 日
島田磬也、
野村俊夫 藤山一郎 PCL 映画『東京ラプソ

ディ』挿入歌1000B 別れの歌 昭和 11年 10月 29 日 山川あさを 奥田英子
1050A 南国の乙女 昭和 11年 11月 10 日 昭和 11 年 12 月 1日 水島洋 奥田英子 日活映画『南の生命線』主

題歌1050B 南の生命線 昭和 11年 11月 10 日 水島洋 藤山一郎

1055A マイ・マイ・スイー
ト・ハート 昭和 11年 11月 16 日 昭和 11年 12月 10 日 星野貞志 神田千鶴子 日活・PCL・テイチク合同

作品、日活音楽映画『から
くり歌劇』主題歌1055B アラ恥しい 昭和 11年 11月 14 日 星野貞志 木村肇

1165A うちの女房にゃ髭があ
る 昭和 11 年 12 月 4日 昭和 11年 12月 17 日 星野貞志 杉狂児、美ち奴 日活映画『うちの女房にゃ

髭がある』主題歌1165B あゝそれなのに 昭和 11 年 12 月 4日 星野貞志 美ち奴
1167A 丹下左膳 昭和 11年 12月 13 日 昭和 11年 12月 25 日 佐藤惣之助 楠木繁夫 日活映画『丹下左膳』主題

歌1167B 櫛巻くずし 昭和 11年 12月 13 日 佐藤惣之助 美ち奴
1200A 聖処女の唄 昭和 11年 12月 27 日 昭和 12 年 1月 8日 佐藤惣之助 藤山一郎 日活映画『検事とその妹』

主題歌1200B 人生の並木路 昭和 11年 12月 27 日 佐藤惣之助 ディック・ミネ
1354A ラグビー節 昭和 12 年 2月 6日 昭和 12 年 2月 25 日 星野貞志 杉狂児 日活映画『母校の花形』主

題歌1354B 栄冠は我に 昭和 12 年 2月 4日 星野貞志 藤山一郎
1514A 胸をたたいて 昭和 12 年 3月 17 日 昭和 12 年 4月 20 日 星野貞志 楠木繁夫 日活映画『ジャズ忠臣蔵』

主題歌1514B ギターに寄せて 昭和 12 年 3月 17 日 星野貞志 ディック・ミネ
1515A 道行シャンソン 昭和 12 年 3月 17 日

昭和 12 年 4月 20 日
杉狂児 美ち奴、杉狂児 日活映画『ジャズ忠臣蔵』

主題歌1515B 嬉しい仲 昭和 12 年 3月 24 日 テイチク文
芸部 楠木繁夫、美ち奴

1678A 白薔薇は咲けど 昭和 12 年 5月 13 日 昭和 12 年 6月 10 日 佐藤惣之助 藤山一郎 PCL映画『白薔薇は咲け
ど』主題歌1678B 緑の月 昭和 12 年 5月 10 日 佐藤惣之助 奥田英子

1757A 真実一路の唄 昭和 12 年 6月 21 日 昭和 12 年 7月 10 日 佐藤惣之助 楠木繁夫 日活映画『真実一路』主題
歌1757B 浜辺の哀唱 昭和 12 年 6月 23 日 佐藤惣之助 奥田英子

1761A こんなに楽しい 昭和 12 年 6月
昭和 12 年 7月 10 日

倉仲佳人 ディック・ミネ 日活映画『宝島総動員』主
題歌1761B 窓は開いてる 昭和 12 年 6月 25 日 倉仲佳人 藤山一郎、奥田英

子
1762A 乳首の唄 昭和 12 年 6月 21 日 昭和 12 年 7月 10 日 倉仲佳人 杉狂児 日活映画『宝島総動員』主

題歌1762B 二人きりの唄 昭和 12 年 6月 21 日 倉仲佳人 杉狂児、星玲子
1769A 忠烈大和魂 昭和 12 年 7月 22 日 昭和 12 年 8月 15 日 島田磬也 藤山一郎 日活映画『国家総動員シ

リーズ』主題歌1769B 出征ぶし 昭和 12 年 7月 20 日 島田磬也 美ち奴
1780A 軍国の母 昭和 12 年 8月 7日 昭和 12 年 9月 15 日 島田磬也 美ち奴 日活映画『国家総動員』主

題歌1780B 動員令 昭和 12 年 7月 20 日 島田磬也 楠木繁夫
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レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名 映画題名

1855A 国家総動員 昭和 12 年 8月 1日 昭和 12 年 8月 島田磬也 藤山一郎 日活映画『国家総動員シ
リーズ』主題歌1855B 銃後の赤誠 昭和 12 年 8月 1日 島田磬也 奥田英子

N103A 美しき鷹 昭和 12 年 9月 29 日 昭和 12年 10月 25 日 佐藤惣之助 由利あけみ 東宝映画『美しき鷹』主題
歌N103B 乙女心は 昭和 12 年 9月 29 日 佐藤惣之助 ディック・ミネ

N104A 勇敢なる航空兵 昭和 12 年 10 月 9日 昭和 12年 10月 26 日 佐藤惣之助 藤山一郎 東宝映画『愛国六人娘』主
題歌N104B 愛国六人娘 昭和 12 年 10 月 9日 佐藤惣之助 由利あけみ

N105A 時代の霧 昭和 12年 10月 28 日 昭和 12年 11月 17 日 門田ゆたか 楠木繁夫 日活映画『時代の霧』主題
歌N105B 愛の小鳩 昭和 12年 10月 28 日 門田ゆたか 美ち奴

N106A 恋のハワイ 昭和 12 年 10 月 9日 昭和 12年 11月 17 日 吉本英夫 ディック・ミネ 日活映画『恋愛ハワイ航
空』主題歌N106B ひしめき音頭 昭和 12年 10月 11 日 倉仲佳人 杉狂児

N113A 誰なの？ 昭和 12 年 12 月 4日 昭和 12年 12月 20 日 倉仲房雄 ディック・ミネ 東宝映画『花束の夢』主題
歌N113B 花束の夢 昭和 12 年 12 月 1日 倉仲房雄 由利あけみ

N114A 二人のこの日 昭和 12 年 12 月 4日 昭和 13 年 2月 1日 山上重夫 ディック・ミネ、
由利あけみ 日活映画『わたし幸福よ』

主題歌
N114B わたし幸福よ 昭和 12 年 12 月 4日 山上重夫 杉狂児、星玲子
N121A 友よ意気高らかに 昭和 13 年 4月 5日 昭和 13 年 5月 1日 倉仲房雄 楠木繁夫 日活映画『友よ意気高らか

に』主題歌N121B 友情夜曲 昭和 13 年 4月 5日 倉仲房雄 藤山一郎
N122A 人生劇場 昭和 13 年 4月 29 日 昭和 13 年 5月 23 日 佐藤惣之助 楠木繁夫 日活映画『人生劇場（残侠

篇）』主題歌N122B 銀杏がえしで 昭和 13 年 4月 29 日 佐藤惣之助 美ち奴
N124A 海の護り 昭和 13 年 5月 23 日 昭和 13 年 5月 松島慶三 帝国海軍軍楽隊 日活映画『海の護り』主題

歌N124B 波上の月 昭和 13 年 5月 23 日 松島慶三 藤山一郎

N138A 茶房の花 昭和 13 年 6月 2日 昭和 13 年 6月 25 日 海野七郎 藤山一郎、由利あ
けみ 日活映画『茶房の花々』主

題歌
N138B 心の雨 昭和 13 年 6月 2日 海野七郎 由利あけみ
N153A 殻をぬぎすてて 昭和 13 年 7月 9日 昭和 13 年 8月 1日 倉仲房雄 杉狂児 日活映画『楽天公子』主題

歌N153B 合歓の木蔭 昭和 13 年 7月 5日 倉仲房雄 岡蘭子

N228A 弥次喜多道中記 昭和 13年 11月 21 日 昭和 13 年 12 月 1日 時雨音羽 楠木繁夫、ディッ
ク・ミネ 日活映画『弥次喜多道中

記』主題歌
N228B 夢の青空 昭和 13年 11月 19 日 時雨音羽 美ち奴
30508-A 新妻模様 昭和 14 年 12 月 6日

昭和 14年 12月 20 日
久保田宵二 霧島昇、松原操 松竹大船映画『新妻問答』

主題歌30508-B 波を越えて 昭和 14 年 12 月 6日 サトウハチ
ロー 伊藤久男

30526-A なつかしの歌声 昭和 15 年 1月 23 日
昭和 15 年 2月 15 日

西條八十 藤山一郎、二葉あ
き子 東宝映画『春よいづこ』主

題歌30526-B 春よいづこ 昭和 15 年 1月 23 日 西條八十 藤山一郎、二葉あ
き子

100018-A 蛇姫絵巻 昭和 15 年 2月 28 日 昭和 15 年 3月 20 日 西條八十 志村道夫、奥山彩
子 東宝映画『蛇姫様』主題歌

100041-A 新妻鏡 昭和 15 年 3月 19 日
昭和 15 年 4月 10 日

佐藤惣之助 霧島昇、二葉あき子 東宝映画『新妻鏡』主題歌
100041-B 目ン無い千鳥 昭和 15 年 3月 19 日 サトウハチ

ロー
霧島昇、ミス・コ
ロムビア

100091-A 相呼ぶ歌 昭和 15 年 6月 21 日 昭和 15 年 7月 5日 西條八十 霧島昇、菊池章子 松竹映画『愛の暴風』主題歌
100101-A 熱砂の誓い 昭和 15 年 8月 13 日 昭和 15年 10月 20 日 西條八十 伊藤久男 東宝映画『熱砂の誓い』主

題歌100101-B 紅い睡蓮 昭和 15 年 8月 21 日 西條八十 李香蘭

100151-A 馬 昭和 15年 10月 25 日 昭和 15 年 12 月中旬 佐藤惣之助 伊藤久男、菊池章子 東宝映画『馬』主題歌

100188-B 葵の唄 昭和 15年 12月 17 日 昭和 16 年 1月 20 日 藤浦洸 二葉あき子 日活映画『母系家族』主題
歌

100295-A 歌えば天国 昭和 16 年 5月 9日
昭和 16 年 6月 10 日

西條八十 藤山一郎、二葉あ
き子、古川ロッパ 東宝映画『歌えば天国』主

題歌100295-B リンゴは紅い 昭和 16 年 5月 9日 サトウハチ
ロー

ロッパ、松原操、
藤山一郎

100379-A 海の豪族 昭和 16 年 9月 16 日 昭和 16年 11月 20 日 佐藤惣之助 伊藤久男
台湾総督府日活共同製作
『南方発展史・海の豪族』
主題歌

100399-A 迎春花 昭和 17 年 3月 3日 昭和 17 年 3月 20 日 西條八十、
白文会 李香蘭 満映作品松竹応援『迎春

花』主題歌

100528-B 母を呼ぶ歌 昭和 17 年 5月 25 日 昭和 17 年 6月 7日 西條八十 高峰三枝子、霧島
昇

松竹映画『日本の母』主題
歌
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100586-A 祖国の祈り 昭和 17 年 7月 15 日 昭和 17 年 8月 20 日 藤浦洸 伊藤久男 松竹映画『誓いの港』主題
歌100586-B 誓いの港 昭和 17 年 7月 17 日 藤浦洸 霧島昇

100614-A どうぢゃね元気かね 昭和 17 年 9月 10 日
昭和 17年 11月 20 日

サトウハチ
ロー 楠木繁夫

大映映画『歌う狸御殿』主
題歌

100614-B 歌う狸御殿 昭和 17 年 9月 22 日 サトウハチ
ロー コロムビア合唱団

100615-A 月の小島 昭和 17 年 9月 18 日
昭和 17年 11月 20 日

西條八十 楠木繁夫、三原純
子

100615-B 花のこころ 昭和 17 年 9月 22 日 サトウハチ
ロー 豆千代

100650-A 故郷の白百合 昭和 17年 11月 12 日
昭和 17年 12月 25 日

サトウハチ
ロー 霧島昇、松原操 大映映画『青空交響曲』主

題歌100650-B 青い牧場 昭和 17年 11月 12 日 サトウハチ
ロー

藤山一郎、奈良光
枝

100664-A 若き日の夢 昭和 17年 12月 26 日
昭和 18 年 1月 20 日

西條八十 李香蘭 松竹映画『戦いの街』主題
歌100664-B 戦いの街に春が来る 昭和 17 年 12 月 9日 西條八十 楠木繁夫、菊池章

子
100690-A サヨンの歌 昭和 18 年 1月 28 日 昭和 18 年 5月 20 日 西條八十 李香蘭 満映映画『サヨンの鐘』主

題歌100690-B なつかしの蕃社 昭和 18 年 1月 28 日 西條八十 霧島昇、菊池章子

100762-B 夏子の歌 昭和 18 年 6月 29 日 昭和 18 年 7月 25 日 西條八十 渡辺はま子、楠木
繁夫

大映映画『我が家の風』主
題歌

100823-B 雲のふるさと 昭和 18 年 9月 3日 昭和 18 年 12 月 8日 大木惇夫 伊藤久男 東宝映画『あの旗を撃て』
主題歌

100899-A 祖国の花 昭和 19 年 8月 9日 昭和 19 年 9月上旬 サトウハチ
ロー

轟夕起子、奈良光
枝、真木絢子、渡
辺一恵、東海林寿
代

東宝映画『勝利の日まで』
主題歌

A-84A 麗人の唄 昭和 21 年 3月 30 日

昭和 21 年 5月

西條八十 霧島昇

東宝映画『麗人』主題歌
A-84B 緋総の籠 昭和 21 年 4月 9日

中村積（補
作：西條八
十）

霧島昇、二葉あき
子

A-95A 乙女舟 昭和 21 年 5月 1日
昭和 21 年 6月

西條八十 霧島昇、奈良光枝 大映映画『或る夜の接吻』
主題歌A-95B 悲しき竹笛 昭和 21 年 5月 1日 西條八十 近江俊郎、奈良光

枝

A-230A 今宵妻となりぬ 昭和 22 年 2月 13 日
昭和 22 年 3月下旬

サトウハチ
ロー 高峰三枝子 大映『今宵妻となりぬ』主

題歌
A-230B 四つの青春 昭和 22 年 2月 5日 サトウハチ

ロー 藤山一郎

A-312A 旅の舞姫 昭和 22 年 8月 19 日 昭和 22 年 9月下旬 西條八十 霧島昇 東横映画『こゝろ月の如
く』主題歌A-312B こゝろ月の如く 昭和 22 年 9月 1日 西條八十 二葉あき子

A-367A あの夢この夢 昭和 23 年 2月 9日 昭和 23 年 3月中旬 西條八十 霧島昇、二葉あき
子 新東宝映画『あの夢この

夢』主題歌
A-367B 紅雀の歌 昭和 23 年 2月 9日 西條八十 霧島昇
A-421A 三百六十五夜 昭和 23 年 6月 21 日 昭和 23 年 7月 20 日 西條八十 霧島昇、松原操 新東宝映画『三百六十五

夜』主題歌A-421B 恋の曼珠沙華 昭和 23 年 6月 21 日 西條八十 二葉あき子

A-443A ぜったい愛して 昭和 23 年 6月 29 日
昭和 23 年 8月 5日

サトウハチ
ロー

渡辺はま子、楠木
繁夫 大映映画『ぜったい愛し

て』主題歌
A-443B とってもわからない 昭和 23 年 6月 28 日 サトウハチ

ロー 杉狂児、日高澄子

A-446A 誰に愛せん 昭和 23 年 8月 6日 昭和 23 年 9月上旬 藤浦洸 高峰三枝子 大映映画『誰に恋せん』主
題歌A-446B 友情の歌 昭和 23 年 8月 19 日 藤浦洸 藤山一郎

A-482A 夢よもういちど 昭和 23年 11月 13 日
昭和 23年 12月 20 日

西條八十 二葉あき子 新東宝映画『夢よもういち
ど』主題歌A-482B 愛の灯かげ 昭和 23年 11月 10 日 西條八十 近江俊郎、奈良光

枝
A-563A 人間模様 昭和 24 年 4月 21 日 昭和 24 年 5月 25 日 西條八十 霧島昇 新東宝映画『人間模様』主

題歌A-563B 夜のひなげし 昭和 24 年 4月 19 日 西條八十 二葉あき子

A-567A 母呼ぶ鳥 昭和 24 年 6月 21 日 昭和 24 年 7月 21 日 西條八十 伊藤久男、高峰麻
梨子 松竹映画『母呼ぶ鳥』主題

歌
A-567B 悲しきすみれ 昭和 24 年 6月 20 日 西條八十 二葉あき子
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A-598A 思い出月夜 昭和 24 年 6月 4日
昭和 24 年 7月 1日

西條八十 霧島昇 新東宝映画『グッド・バイ』
主題歌A-598B グッド・バイ 昭和 24 年 5月 28 日 藤浦洸 藤山一郎、池真理

子
A-610A 湯の町夜曲 昭和 24 年 7月 20 日

昭和 24 年 8月 11 日
野村俊夫 近江俊郎 新東宝映画『湯の町夜曲』

主題歌A-610B 涙のおもかげ 昭和 24 年 7月 20 日 野村俊夫 近江俊郎、山根寿
子

A-624A 影を慕いて 昭和 24 年 9月 17 日

昭和 24年 11月 21 日

古賀政男 藤山一郎

新東宝映画『影を慕いて』
主題歌A-624B 希望に燃えて 昭和 24 年 9月 16 日 サトウハチ

ロー

伊藤久男、霧島
昇、近江俊郎、高
倉敏、二葉あき
子、奈良光枝

A-686A 妻の部屋 昭和 24年 10月 31 日 昭和 24 年 12 月 1日 西條八十 奈良光枝、近江俊
郎 東横映画『妻の部屋』主題

歌
A-686B 青い樹蔭 昭和 24年 10月 31 日 西條八十 二葉あき子

A-687A ああどうなさる 昭和 24年 10月 28 日
昭和 25 年 1月 1日

サトウハチ
ロー 久保幸江 東横映画『ホームラン狂時

代』主題歌
A-687B 花に寄せて 昭和 24年 10月 28 日 サトウハチ

ロー
奈良光枝、志村道
夫

A-710A 処女宝の歌 昭和 24年 11月 30 日 昭和 25 年 1月 1日 西條八十 近江俊郎、高峰麻
梨子 新東宝映画『処女宝』主題

歌
A-710B 嘆きの孔雀 昭和 24年 11月 30 日 西條八十 奈良光枝

A-789A 楽しい仲間 昭和 25 年 2月 23 日 昭和 25 年 4月 1日 藤浦洸 小畑実、高倉敏、
鶴田六郎 東横映画『与太者と天使』

主題歌
A-789B 涙のゆりかご 昭和 25 年 2月 23 日 藤浦洸 織井茂子

A-1034A 湯の町物語 昭和 25年 11月 17 日 昭和 26 年 1月 15 日 野村俊夫 近江俊郎 新東宝映画『月の出の接
吻』主題歌

A-1165A 夜の未亡人 昭和 26 年 5月 23 日
昭和 26 年 6月 20 日

西條八十 奈良光枝 新東宝・瀧村プロ提携映画
『夜の未亡人』主題歌A-1165B アトリエの花 昭和 26 年 5月 23 日 西條八十 鶴田六郎、高峰麻

梨子

A-1425A 白虎隊 昭和 26 年 3月 27 日 昭和 27 年 6月 15 日 野村俊夫 霧島昇 大映映画『花の白虎隊』主
題歌

A-1470A ゲイシャ・ワルツ 昭和 27 年 5月 31 日
昭和 27 年 8月 15 日

西條八十 神楽坂はん子 新東宝映画『ゲイシャ・ワ
ルツ』主題歌A-1470B だから今夜は酔わせて

ネ 昭和 27 年 6月 18 日 西條八十 神楽坂はん子

A-1600A こんな心待ち察してネ 昭和 27年 12月 10 日 昭和 28 年 1月 10 日 西條八十 久保幸江、高倉敏 大映映画『新婚のろけ節』
主題歌A-1600B そんなのないわよ 昭和 27年 12月 10 日 水上京弥 久保幸江

A-1851A 春色お伝の方 昭和 28年 11月 20 日 昭和 29 年 1月 15 日 西條八十 神楽坂はん子 新東宝映画『春色お伝の
方』主題歌A-1851B おらんだ屋敷の花 昭和 28 年 11 月 7日 西條八十 永田とよこ

A-1965A こんな美男子見たこと
ない 昭和 29 年 3月 17 日

昭和 29 年 4月 20 日
石本美由起 神楽坂はん子 大映映画『こんな美男子み

たことない』主題歌
A-1965B 好いて好かれて 昭和 29 年 3月 26 日 野村俊夫 神楽坂玉枝、山中

ひろし

A-2038A かくて夢あり 昭和 29 年 5月 4日 昭和 29 年 6月 10 日 西條八十 青木光一 日活映画『かくて夢あり』
主題歌

A-2060A こんなアベック見たこ
とない 昭和 29 年 6月 26 日 昭和 29 年 7月 15 日 石本美由起 神楽坂はん子 大映映画『こんなアベック

見たことない』主題歌
A-2060B ほんまにしゃーない 昭和 29 年 6月 26 日 石本美由起 神楽坂はん子

A-2131A こんな奥様見たことな
い 昭和 29 年 8月 27 日 昭和 29 年 9月 25 日 石本美由起 神楽坂はん子 大映映画『こんな奥様見た

ことない』主題歌
A-2158A お月様には悪いけれど 昭和 29 年 9月 18 日

昭和 29年 11月 10 日
野村俊夫 神楽坂はん子 日活映画『お月様には悪い

けれど』主題歌A-2158B プロレス拳 昭和 29 年 9月 29 日 野村俊夫 神楽坂はん子、中
島孝

A-2227A 娘船頭さん 昭和 29年 11月 18 日 昭和 30 年 3月 10 日 西條八十 美空ひばり 松竹映画『娘船頭さん』主
題歌A-2227B あやめ踊り 昭和 29年 12月 28 日 西條八十 美空ひばり

A-2271A 暁の合唱 昭和 30 年 2月 14 日 昭和 30 年 3月 15 日 西條八十 香川京子 大映映画『暁の合唱』主題
歌A-2271B シクラメン咲けど 昭和 30 年 2月 19 日 西條八十 奈良光枝

A-2287A 花のゆくえ 昭和 30 年 3月 16 日
昭和 30 年 4月 10 日

門田ゆたか 及川由子 ラジオ東京連続放送劇・日
活映画『花のゆくえ』主題
歌A-2287B 燈台のある町 昭和 30 年 3月 7日 門田ゆたか 奈良光枝
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A-2290A 緋牡丹日記 昭和 30 年 4月 7日 昭和 30 年 5月 1日 野村俊夫 青木光一、コロム
ビア・ローズ 新東宝『緋牡丹日記』主題

歌
A-2290B 憧れは空の彼方に 昭和 30 年 3月 28 日 野村俊夫 中島孝、京町香江
A-2344A 江戸千両小唄 昭和 30 年 6月 11 日 昭和 30 年 7月 25 日 西條八十 高田浩吉 松竹映画『お役者小僧、江

戸千両小幟』主題歌A-2344B お役者小僧 昭和 30 年 6月 11 日 西條八十 高田浩吉
A-2351A 名月佐太郎笠 昭和 30 年 4月 18 日 昭和 30 年 9月 15 日 松坂直美 高田浩吉 新東宝映画『名月佐太郎

笠』主題歌A-2351B 青空道中 昭和 30 年 6月 10 日 石本美由起 高田浩吉
A-2414A 浩吉ばやし 昭和 30 年 9月 3日 昭和 30年 12月 10 日 西沢爽 高田浩吉 新東宝映画『名月佐太郎

笠』挿入歌A-2414B 別れがらす 昭和 30 年 9月 3日 石本美由起 高田浩吉
A-2433A 怒濤の男 昭和 30年 10月 29 日 昭和 31 年 1月 10 日 野村俊夫 美空ひばり 日活映画『力道山物語』主

題歌A-2433B 栄冠目指して 昭和 30年 10月 29 日 野村俊夫 美空ひばり
A-2503A 乙女心の十三夜 昭和 31 年 1月 27 日 昭和 31 年 3月 10 日 西條八十 島倉千代子 日活映画『乙女心の十三

夜』主題歌A-2503A 流す涙はうそじゃない 昭和 29年 11月 11 日 野村俊夫 中島孝
A-2602A 涙のおしろい花 昭和 31 年 7月 18 日

昭和 31 年 9月
西條八十 島倉千代子 新東宝映画『新妻鏡』主題

歌A-2602B 目ン無い化粧 昭和 31 年 7月 18 日 西條八十 霧島昇、島倉千代
子

A-2671A 土俵の華 昭和 31 年 11 月 9日
昭和 31年 12月 20 日

島田磬也 峰村孝夫 日活映画『若の花物語・土
俵の鬼』主題歌A-2671B 流れの旅相撲 昭和 31 年 11 月 7日 島田磬也 霧島昇、島倉千代

子
A-2778A 吉良の仁吉はよい男 昭和 32 年 3月 16 日

昭和 32 年 5月 1日
西沢爽 勝新太郎 大映映画『二十九人の喧嘩

状』主題歌A-2778B 相惚れ道中 昭和 32 年 3月 16 日 西沢爽 勝新太郎、花村菊
江

A-2780A 永遠に答えず 昭和 31年 12月 27 日 昭和 32 年 6月 1日 西沢爽 島倉千代子 KR連続ドラマ、日活映画
『永遠に答えず』主題歌A-2780B 愛情一路 昭和 32 年 4月 8日 西沢爽 霧島昇

A-2904A 雪之丞変化 昭和 32 年 9月 25 日 昭和 32 年 11 月 1日 西條八十 美空ひばり 新東宝映画『競艶雪之丞変
化』主題歌A-2904B 江戸の闇太郎 昭和 32 年 9月 25 日 西條八十 美空ひばり

A-2942A 残り火の恋 昭和 32年 11月 30 日
昭和 33 年 1月 2日

野村俊夫 能沢佳子 新東宝映画『女の防波堤』
主題歌A-2942B どうとも勝手にしてお

くれ 昭和 32年 11月 30 日 野村俊夫 能沢佳子

A-2966A 愛はいずこへ 昭和 33 年 1月 23 日 昭和 33 年 2月 20 日 西沢爽 能沢佳子 日活映画『続・永遠に答え
ず』主題歌A-2966B 涙の十字架 昭和 33 年 1月 23 日 西沢爽 能沢佳子

A-3075A 愛しきあの人 昭和 33 年 5月 10 日 昭和 33 年 8月 15 日 西沢爽 コロムビア・ロー
ズ ラジオ東京連続放送劇『愛

しきあの人』主題歌
A-3075B 愛の両手を 昭和 33 年 6月 28 日 西沢爽 神戸一郎
A-3131A 芸者マーチ 昭和 33 年 11 月 7日 昭和 33 年 12 月 1日 西條八十 岡田ゆり子 松竹映画『晴れて今宵は』

主題歌A-3131B パパよ踊ろう 昭和 33 年 11 月 8日 西條八十 岡田ゆり子

A-3136A 東京の花嫁さん 昭和 33 年 11 月 6日 昭和 34 年 1月 15 日 西條八十 能沢佳子 日活映画『東京の花嫁さ
ん』主題歌

A-3147A 一本気仙太郎節 昭和 33 年 12 月 5日 昭和 34 年 2月 15 日 西沢爽 村田英雄 松竹映画『一本気仙太郎』
主題歌A-3147B 逢いに来たのか 昭和 33 年 12 月 5日 西沢爽 村田英雄

SAS215A 花と怒濤 昭和 38年 12月 21 日 昭和 39 年 2月 20 日 杉野まもる 小林旭 日活映画『花と怒濤』主題
歌SAS215B 男一筋 昭和 38年 12月 21 日 滝田順 小林旭

SAS396A 柔 昭和 39 年 9月 28 日 昭和 39年 11月 20 日 関沢新一 美空ひばり NTVテレビ『柔』主題歌

SAS499A お島仙太郎 昭和 40 年 3月 22 日 昭和 40 年 5月 10 日 石本美由起 美空ひばり（台詞：林与一） 東宝映画『新蛇姫様・お島
仙太郎』主題歌

SAS499B 蛇姫様 昭和 40 年 3月 22 日 石本美由起 美空ひばり

SAS609A 柔の男 昭和 40 年 9月 4日 昭和 40 年 11 月 5日 関沢新一 美空ひばり NETテレビ映画『続・柔』
主題歌

SAS1074A 夢と知りせば 昭和 43 年 1月 8日
昭和 43 年 3月 5日

西沢爽 梢まこ NET映画『夢と知りせば』
主題歌

SAS1074B しあわせにさよならを 昭和 43 年 1月 8日 西沢爽 梢まこ NET映画『夢と知りせば』
挿入歌

SAS1251A 永訣の詩 昭和 44 年 1月 7日 昭和 44 年 2月 15 日 横井弘 舟木一夫 松竹映画『永訣』主題歌
SAS1662A 花と龍 昭和 48 年 1月 5日 昭和 48 年 3月 10 日 藤田まさと 美空ひばり 松竹映画『花と龍』主題歌
SAS1662B 風の子守唄 昭和 48 年 1月 5日 藤田まさと 美空ひばり 松竹映画『花と龍』挿入歌
『レーベルコピー』（日本コロムビア株式会社所蔵）、『吹込報告書』昭和 9年～ 13 年（テイチクエンタテインメント所蔵）、『古賀メロディ
誕生七〇年記念　古賀政男大全集─二十世紀の遺産─』（日本コロムビア株式会社、1998年）、『古賀政男　黄金時代の集大成─SP盤復刻─』
（株式会社テイチクエンタテインメント、2004 年）の別冊解説書から作成。
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表 3　古賀政男のカバー曲一覧
レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名

1
51519A＊ 日本橋から 昭和 5年 10 月 20 日 昭和 5年 12 月 20 日 浜田広介 佐藤千夜子
26748A 日本橋から 昭和 7年 1月 15 日 昭和 7年 2月 20 日 浜田広介 関種子
A-2495B 日本橋から 昭和 30 年 11 月 25 日 昭和 31 年 4月 浜田広介 島倉千代子

2

51519-B＊ 影を慕ひて 昭和 5年 10 月 20 日 昭和 5年 12 月 20 日 古賀政男 佐藤千夜子
26748-B 影を慕ひて 昭和 6年 1月 15 日 昭和 7年 2月 20 日 古賀政男 藤山一郎
15070-A※ 影を慕ひて 昭和 9年 11 月 5日 昭和 9年 12 月 1日 古賀政男 楠木繁夫
A-624A 影を慕いて 昭和 24 年 9月 17 日 昭和 24 年 11 月 21 日 古賀政男 藤山一郎

3 26325-B 月の浜辺 昭和 6年 4月上旬 昭和 6年 6月 20 日 島田芳文 河原喜久恵
A-1517B 月の浜辺 昭和 27 年 7月 31 日 昭和 27 年 10 月 10 日 島田芳文 安藤まり子

4
26671-A スキーの唄 昭和 6年 10 月 29 日 昭和 6年 12 月 15 日 島田芳文 藤山一郎
15080A※ スキーの唄 昭和 9年 11 月 5日 昭和 9年 12 月 15 日 島田芳文 楠木繁夫
100620-A スキーの唄 昭和 16 年 9月 11 日 昭和 17 年 12 月 20 日 島田芳文 霧島昇

5
26671-B 美はしの宵 昭和 6年 11 月 2日 昭和 6年 12 月 15 日 島田芳文 関種子
15080B 美はしの宵 昭和 9年 11 月 9日 昭和 9年 12 月 15 日 島田芳文 中野百合子
A-2496B 美わしの宵 昭和 30 年 11 月 21 日 昭和 31 年 4月 島田芳文 湯川きよ美

6 26698-A 嘆きの夜曲 昭和 6年 11 月 26 日 昭和 7年 1月 20 日 西岡水朗 関種子
A-2497A 嘆きの夜曲 昭和 30 年 12 月 16 日 昭和 31 年 4月 西岡水朗 奈良光枝

7 26875-B さらば上海 昭和 7年 4月 14 日 昭和 7年 4月 25 日 時雨音羽 関種子
A028B さらば上海 昭和 13 年 11 月下旬 昭和 14 年 8月 15 日 時雨音羽 李香蘭

8 27353-A サーカスの唄 昭和 8年 3月 10 日 昭和 8年 3月 15 日 西條八十 松平晃
A-1518B サーカスの唄 昭和 27 年 7月 17 日 昭和 27 年 10 月 10 日 西條八十 青木光一

9 27674-A さらば故郷 昭和 8年 11 月 2日 昭和 8年 12 月 20 日 西條八十 松平晃
A-1342A さらば故郷 昭和 26 年 12 月 15 日 昭和 27 年 2月 1日 西條八十 近江俊郎

10 15093A※ 白い椿の唄 昭和 9年 12 月 25 日 昭和 10 年 1月末 佐藤惣之助 楠木繁夫
A-1615B 白椿の歌 昭和 27 年 8月 12 日 昭和 28 年 3月 15 日 佐藤惣之助 霧島昇

11
50033A 恋は荷物と同じよ 昭和 10 年 4月 24 日 昭和 10 年 5月 15 日 瀬川与志 川畑文子、ディック・ミ

ネ

50192B 恋は荷物と同じよ 昭和 10 年 11 月 28 日 昭和 11 年 1月 10 日 瀬川与志 上村まり子、バートン・
クレーン

12
50055B※ 二人は若い 昭和 10 年 6月 22 日 昭和 10 年 6月末 玉川映二 星玲子、ディック・ミネ

A-1614B 二人は若い 昭和 27 年 10 月 31 日 昭和 28 年 3月 15 日 サトウハチ
ロー 久保幸江、加藤雅夫

13 50088B※ 男のまごころ 昭和 10 年 7月 27 日 昭和 10 年 8月 10 日 佐藤惣之助 楠木繁夫
A-2192B 男のまごころ 昭和 29 年 9月 11 日 昭和 30 年 1月 15 日 野村俊夫 中島孝

14 50104A※ 夕べ仄かに 昭和 10 年 9月 9日 昭和 10 年 10 月 15 日 島田芳文 ディック・ミネ
A-1613B 夕べ仄かに 昭和 27 年 10 月 30 日 昭和 28 年 3月 15 日 島田芳文 奈良光枝

15 50112A※ 緑の地平線 昭和 10 年 9月 26 日 昭和 10 年 10 月上旬 佐藤惣之助 楠木繁夫
A-1614A 緑の地平線 昭和 27 年 12 月 27 日 昭和 28 年 3月 15 日 佐藤惣之助 青木光一

16 50243B※ 春まだ浅く 昭和 11 年 2月 20 日 昭和 11 年 3月 15 日 石川啄木 有島通男
SA180B 春まだ浅く 昭和 34 年 2月 5日 昭和 34 年 4月 15 日 石川啄木 森繁久彌

17
50335A※ 白浪五人男 昭和 11 年 5月 6日 昭和 11 年 5月中旬 正岡容 楠木繁夫、美ち奴、藤山

一郎、木村肇、杵淵一朗

A-2162B 白浪五人男 昭和 29 年 10 月 2日 昭和 29 年 12 月 10 日 正岡容 霧島昇、久保幸江、高倉
敏、岡本敦郎、若山彰

18
50335B※ 三人吉三の唄 昭和 11 年 5月 6日 昭和 11 年 5月中旬 正岡容 美ち奴、有島通男、楠木

繁夫

A-2162A 三人吉三 昭和 29 年 10 月 5日 昭和 29 年 12 月 10 日 正岡容 神楽坂はん子、青木光
一、中島孝
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レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名

19 50338A※ 東京ラプソディ 昭和 11 年 5月 31 日 昭和 11 月 6月 15 日 門田ゆたか 藤山一郎
A-1517A 東京ラプソディー 昭和 27 年 7月 29 日 昭和 27 年 10 月 10 日 門田ゆたか 藤山一郎

20 50338B※ 東京娘 昭和 11 年 5月 31 日 昭和 11 月 6月 15 日 佐藤惣之助 藤山一郎
A-2496A 東京娘 昭和 30 年 11 月 24 日 昭和 31 年 4月 佐藤惣之助 青木光一

21 50490A※ 男の純情 昭和 11 年 8月 6日 昭和 11 年 8月 25 日 佐藤惣之助 藤山一郎
A-1613A 男の純情 昭和 27 年 12 月 27 日 昭和 28 年 3月 15 日 佐藤惣之助 古賀政男

22
1165A※ うちの女房にゃ髭

がある 昭和 11 年 12 月 4日 昭和 11 年 12 月 17 日 星野貞志 杉狂児、美ち奴

A-2131B うちの女房にや髭
がある 昭和 29 年 7月 13 日 昭和 29 年 9月 25 日 星野貞志 高倉敏、久保幸江

23
1165B※ あゝそれなのに 昭和 11 年 12 月 4日 昭和 11 年 12 月 17 日 星野貞志 美ち奴

A-1518A あゝそれなのに 昭和 27 年 8月 2日 昭和 27 年 10 月 10 日 サトウハチロー 神楽坂はん子

24 1200B※ 人生の並木路 昭和 11 年 12 月 27 日 昭和 12 年 1月 8日 佐藤惣之助 ディック・ミネ
A-1516A 人生の並木路 昭和 27 年 7月 22 日 昭和 27 年 10 月 10 日 佐藤惣之助 古賀政男

25 1280A※ 青い背広で 昭和 12 年 1月 30 日 昭和 12 年 2月 10 日 佐藤惣之助 藤山一郎
A-1615A 青い背広で 昭和 27 年 11 月 13 日 昭和 28 年 3月 15 日 佐藤惣之助 藤山一郎

26 1280B※ 青春日記 昭和 12 年 1月 30 日 昭和 12 年 2月 10 日 佐藤惣之助 藤山一郎
A-2497B 青春日記 昭和 31 年 2月 20 日 昭和 31 年 4月 佐藤惣之助 鳴海日出夫

27 N102A※ 白虎隊 昭和 12 年 6月 11 日 昭和 12 年 10 月 15 日 島田磬也 藤山一郎
A-1425A 白虎隊 昭和 26 年 3月 27 日 昭和 27 年 6月 15 日 野村俊夫 霧島昇

28 N102B※ 小楠公 昭和 12 年 9月 11 日 昭和 12 年 10 月 15 日 島田磬也 古賀久子
SAS442-A 小楠公 昭和 39 年 11 月 25 日 昭和 40 年 3月 20 日 西沢爽 小林幸子

29
N122A※ 人生劇場 昭和 13 年 4月 29 日 昭和 13 年 5月 23 日 佐藤惣之助 楠木繁夫
A-2495A 人生劇場 昭和 30 年 11 月 11 日 昭和 31 年 4月 佐藤惣之助 中島孝
A-3158B 人生劇場 昭和 34 年 1月 19 日 昭和 34 年 4月 4日 佐藤惣之助 村田英雄

30 100041-A 新妻鏡 昭和 15 年 3月 19 日 昭和 15 年 4月 10 日 佐藤惣之助 霧島昇、二葉あき子
SAS1295-A 新妻鏡 昭和 44 年 4月 5日 昭和 44 年 6月 15 日 佐藤惣之助 アントニオ古賀

31
100041-B 目ン無い千鳥 昭和 15 年 3月 19 日 昭和 15 年 4月 10 日 サトウハチ

ロー
霧島昇、ミス・コロムビ
ア

SAS1295 -
B

目ン無い千鳥 昭和 44 年 4月 5日 昭和 44 年 6月 15 日 サトウハチ
ロー 大川栄策

32 100081B 月夜船 昭和 19 年 6月 8日 昭和 19 年 7月上旬 藤浦洸 波平暁男
A-623B 月夜船 昭和 24 年 8月 11 日 昭和 24 年 11 月 1日 藤浦洸 近江俊郎

33 A-500A トンコ節 昭和 23 年 11 月 13 日 昭和 24 年 1月 10 日 西條八十 楠木繁夫、久保幸江
A-1079A トンコ節 昭和 25 年 12 月 19 日 昭和 26 年 2月 15 日 西條八十 久保幸江、加藤雅夫

34 A-2334B 霧の川中島 昭和 30 年 5月 16 日 昭和 30 年 8月 15 日 野村俊夫 中島孝
SAS2002-A 霧の川中島 昭和 44 年 6月 2日 昭和 44 年 8月 1日 野村俊夫 杉良太郎（詩吟：沢神洲）

35

SA-386A 悲しい酒 昭和 35 年 3月 9日 昭和 35 年 6月 15 日 石本美由起 北見沢惇
SAS-731 悲しい酒 昭和 41 年 4月 30 日 昭和 41 年 6月 10 日 石本美由起 美空ひばり

ADX-214B 悲しい酒（台詞入り） 昭和 42 年 3月 10 日 昭和 43 年 5月 10 日 石本美由起 美空ひばり

「レーベルコピー」（日本コロムビア株式会社所蔵）、「吹込報告書」昭和 9年～ 13 年（テイチクエンタテインメント
所蔵）、『古賀メロディ誕生七〇年記念　古賀政男大全集─二十世紀の遺産─』（日本コロムビア株式会社、1998 年）
から作成。＊はビクター、※はテイチクを示す。
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表 4　古賀政男のリメイク曲一覧
レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名

1
51091A＊ 文のかほり 昭和 4年 12 月 23 日 昭和 5年 2月 25 日 古賀政男 佐藤千夜子
27353-B 来る来るサーカス 昭和 8年 3月 10 日 昭和 8年 3月 15 日 西條八十 淡谷のり子

2
51091B＊ 娘心も 昭和 4年 12 月 23 日 昭和 5年 2月 25 日 浜田広介 佐藤千夜子
26897-A 月夜の恋 昭和 7年 4月 14 日 昭和 7年 5月 20 日 佐藤惣之助 丸山和歌子

3
51464A＊ 青い小鳥 昭和 4年 12 月 23 日 昭和 5年 11 月 25 日 不詳 佐藤千夜子
27025-B 笛は冴ゆれど 昭和 7年 6月 16 日 昭和 7年 7月 20 日 佐藤惣之助 関種子
A-2041B 青い小鳥は何処へ行く 昭和 28 年 12 月 10 日 昭和 29 年 7月 10 日 野村俊夫 京町香江

4
26819-A 鳩笛を吹く女の唄 昭和 7年 2月 8日 昭和 7年 2月 17 日 佐藤惣之助 井上静雄
50491B※ 旅の鴎 昭和 11 年 8月 7日 昭和 11 年 8月 25 日 佐藤惣之助 藤山一郎

5
26826B 佳人よ何処へ 昭和 7年 3月 2日 昭和 7年 3月 20 日 原阿佐緒 淡谷のり子
15117A※ 希望の花束 昭和 9年 10 月 3日 昭和 10 年 2月 15 日 西岡水朗 楠木繁夫

6
26930-A 高原の唄 昭和 7年 5月 10 日 昭和 7年 7月 1日 島田芳文 中野忠晴
A-2373A りんどう峠 昭和 30 年 7月 13 日 昭和 30 年 9月 5日 西條八十 島倉千代子

7
27392-B 須磨行進曲 昭和 8年 3月 24 日 昭和 8年 4月 1日 西條八十 中野忠晴
15090B※ 憧れの南洋 昭和 9年 12 月 21 日 昭和 10 年 1月 10 日 熊中文夫 楠木繁夫

8
27462-A 新興朝鮮の歌 昭和 8年 6月 5日 昭和 8年 7月 20 日 河村梧郎 ミス・コロムビア
27674-B 乙女椿 昭和 8年 11 月 14 日 昭和 8年 12 月 20 日 久保田宵二 竹田友紀子

9
27221-A 恋ごころ 昭和 7年 11 月 18 日 昭和 7年 12 月 15 日 西條八十 長谷川一郎
15070B※ 捨てた心 昭和 9年 11 月 9日 昭和 9年 12 月 1日 古賀政男 小ゆき

10
15030A※ 国境を越えて 昭和 9年 6月 25 日 昭和 9年 7月 15 日 佐藤惣之助 楠木繁夫
50538A※ 護れ国境 昭和 11 年 9月 1日 昭和 11 年 9月 20 日 佐藤惣之助 楠木繁夫

11
15031B※ 男ごころ 昭和 9年 7月 7日 昭和 9年 7月 15 日 佐藤惣之助 楠木繁夫
50088B※ 男のまごころ 昭和 10 年 7月 27 日 昭和 10 年 8月 10 日 佐藤惣之助 楠木繁夫

12
15031A※ 宵の濡れ髪 昭和 9年 7月 15 日 昭和 9年 7月 佐藤惣之助 幾代
50378A※ 浪の漁火 昭和 11 年 6月 11 日 昭和 11 年 7月 10 日 佐藤惣之助 美ち奴

13
50179B※ 二人きりなら 昭和 10 年 12 月 2日 昭和 10 年 12 月 26 日 島田磬也 美ち奴
A-1683A 見ないで頂戴お月様 昭和 28 年 2月 25 日 昭和 28 年 6月 15 日 野村俊夫 神楽坂はん子

14
50000B※ 港シャンソン 昭和 10 年 4月 5日 昭和 10 年 4月 佐藤惣之助 立花照也
50275A※ 拾った貞操 昭和 11 年 3月 17 日 昭和 11 年 4月 15 日 黒沼健 江川宇礼雄

15
50180B※ 風に吹かれて 昭和 10 年 12 月 19 日 昭和 11 年 1月 10 日 玉川映二 木村肇
AK-82A ひろしまの母 昭和 52 年 5月 25 日 昭和 52 年 7月 1日 石本美由起 島倉千代子

16
50275B※ 若い母の唄 昭和 11 年 3月 17 日 昭和 11 年 4月 15 日 佐藤惣之助 千早淑子
1678A※ 白薔薇は咲けど 昭和 12 年 5月 13 日 昭和 12 年 6月 10 日 佐藤惣之助 藤山一郎

17
50273A※ 花見音頭 昭和 11 年 3月 6日 昭和 11 年 4月 15 日 島田磬也 杵淵一朗、美ち奴
1353B※ そりゃ無理ないわ 昭和 12 年 2月 25 日 昭和 12 年 2月 島田磬也 藤山一郎、奥田英子

18
50373B※ さらば青春 昭和 11 年 6月中旬 昭和 11 年 7月 7日 佐藤惣之助 藤山一郎
A-2412B 都に花の散る夜は 昭和 30 年 9月 28 日 昭和 30 年 12 月 10 日 丘十四夫 青木光一
KA-509A◎ 浜昼顔 昭和 49 年 昭和 49 年 6月 18 日 寺山修司 五木ひろし

19
1000B※ 別れの歌 昭和 11 年 10 月 29 日 昭和 11 年 11 月 15 日 山川あさを 奥田英子
A-278B 初恋の頃 昭和 22 年 5月 2日 昭和 22 年 9月 西條八十 霧島昇
A-1546B りんどうの丘 昭和 27 年 10 月 17 日 昭和 27 年 12 月 10 日 松坂直美 奈良光枝

20
1167B※ 櫛巻くずし 昭和 11 年 12 月 13 日 昭和 11 年 12 月 25 日 佐藤惣之助 美ち奴
A-2433A 怒濤の男 昭和 30 年 10 月 29 日 昭和 31 年 1月 10 日 野村俊夫 美空ひばり
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レコード
番号 曲　名 録音年月日 発売年月日 作詞家 歌手名

21
1769A※ 忠烈大和魂 昭和 12 年 7月 22 日 昭和 12 年 8月上旬 島田磬也 藤山一郎
ALS-5193B 青春よ永遠に 昭和 47 年 7月末～ 8月 昭和 46 年 11 月 10 日 丘灯至夫 大川栄策

22
1863B※ 強くなってね 昭和 12 年 7月 14 日 昭和 12 年 8月 10 日 倉仲住人 杉狂児、美ち奴

A-1700B モチのロン 昭和 28 年 4月 18 日 昭和 28 年 6月 10 日 上山雅晴 青木光一、神楽坂は
ん子

23
N115A※ どうせ往くなら 昭和 13 年 1月 25 日 昭和 13 年 2月 10 日 佐藤惣之助 三根耕一
KC-7001◎ 男の魂 昭和 46 年 1月 30 日 昭和 46 年 4月 20 日 中尾まさ志 田端義夫

24
N116A※ 椿島田 昭和 13 年 1月 13 日 昭和 13 年 2月 10 日 佐藤惣之助 美ち奴
A-1944A 湯の町椿 昭和 29 年 3月 17 日 昭和 29 年 5月 15 日 西條八十 神楽坂はん子

25
N138B※ 心の雨 昭和 13 年 6月 2日 昭和 13 年 6月 25 日 海野七郎 由利あけみ
A-194B 嘆きの小鳩 昭和 21 年 11 月 25 日 昭和 22 年 2月 藤浦洸 藤山一郎

26
N131B※ 黄河の月 昭和 13 年 6月 15 日 昭和 13 年 7月 5日 佐藤惣之助 三根耕一
A-2351A 名月佐太郎笠 昭和 30 年 4月 18 日 昭和 30 年 9月 15 日 松坂直美 高田浩吉

27
N153B※ 合歓の木蔭 昭和 13 年 7月 5日 昭和 13 年 8月 1日 倉仲房雄 岡蘭子
100041-A 新妻鏡 昭和 15 年 3月 19 日 昭和 15 年 4月 10 日 佐藤惣之助 霧島昇、二葉あき子

28
100025A りぼんむすめ 昭和 15 年 3月 8日 昭和 15 年 5月 20 日 佐藤惣之助 渡辺はま子
A-1721B 港の混血娘 昭和 28 年 5月 22 日 昭和 28 年 8月 15 日 石本美由起 京町香江

29
100355-B 北京の子守唄 昭和 16 年 6月 24 日 昭和 16 年 10 月 20 日 佐藤惣之助 李香蘭
A-2157B 渚の子守唄 昭和 29 年 10 月 4日 昭和 29 年 10 月 20 日 西條八十 織井茂子
ALS-5193A 友あればこそ 昭和 47 年 7月末～ 8月 昭和 47 年 11 月 10 日 なかにし礼 森繁久彌

30
100823B 雲のふるさと 昭和 18 年 9月 3日 昭和 18 年 12 月 8日 大木惇夫 伊藤久男
ALS-5040A 思い出は遠く哀しく 昭和 42 年 2月 28 日 昭和 42 年 5月 29 日 関沢新一 美空ひばり

31
A-146A 裏町セレナーデ 昭和 21 年 7月 25 日 昭和 21 年 11 月 15 日 野村俊夫 霧島昇、二葉あき子
SA791-B 慕情の街 昭和 36 年 12 月 11 日 昭和 37 年 2月 20 日 野村俊夫 神戸一郎

32
未発売 月のしづく 昭和 19 年 11 月 10 日 未発売 大木惇夫 李香蘭
A-312B こゝろ月の如く 昭和 22 年 9月 1日 昭和 22 年 9月下旬 西條八十 二葉あき子

33
A-278A 伊豆の七島 昭和 22 年 3月 15 日 昭和 22 年 9月 西條八十 小唄勝太郎
A-1793B 月夜椿 昭和 28 年 10 月 14 日 昭和 28 年 11 月 西條八十 神楽坂はん子

34
A-623A たそがれの湖 昭和 24 年 7月 22 日 昭和 24 年 11 月 1日 西條八十 近江俊郎
SAS-1307A 筑後川エレジー 昭和 44 年 3月 19 日 昭和 44 年 7月 15 日 関沢新一 大川栄策

35
A-598A 思い出月夜 昭和 24 年 6月 4日 昭和 24 年 7月 1日 西條八十 霧島昇
A-1368A ギター月夜 昭和 27 年 1月 25 日 昭和 27 年 4月 15 日 西條八十 霧島昇

36
A-1078A 愛のカレンダー 昭和 25 年 12 月 1日 昭和 26 年 3月 15 日 西條八十 藤山一郎
SAS-297B 胸のカレンダー 昭和 39 年 3月 24 日 昭和 39 年 8月 20 日 三浦康照 北原謙二
ALS-5193B 彼のお気に入り 昭和 47 年 7月末～ 8月 昭和 47 年 11 月 10 日 阿久悠 ちあきなおみ

37
A-2233B 旅の兄妹流し 昭和 29 年 12 月 3日 昭和 30 年 3月 15 日 松井福太郎 永田とよこ、中島孝
AA-116A 酒場えれじい 昭和 50 年 1月 14 日 昭和 50 年 5月 1日 石本美由起 大川栄策

38
SAS-1091B 青春劇場 昭和 43 年 1月 30 日 昭和 43 年 5月 1日 古賀政男 茜なゝこ

ALS-5193A もしもこの世がお芝居ならば 昭和 47 年 7月末～ 8月 昭和 47 年 11 月 10 日 古賀政男 美空ひばり

「レーベルコピー」（日本コロムビア株式会社所蔵）、「吹込報告書」昭和 9年～ 13 年（テイチクエンタテインメント所
蔵）、『古賀メロディ誕生七〇年記念　古賀政男大全集─二十世紀の遺産─』（日本コロムビア株式会社、1998 年）から
作成。＊はビクター、※はテイチク、◎はミノルフォンを示す。
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